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】組　　　織

教育委員会

教　育　長

事　務　局

学校教育課

生涯学習課

体　育　課

同和教育課

文化財課

1　体　制

庶務係

学務係

施設係

生涯学習係

毒少年係

女性係

公民食引系一地区館4

（文化会館準備室）

公　民　館

体育係

同和教育係

題蛮麺頭

教育機関

小学校10校

中学校4校

学校給食南部センター

学校給食北部セッター

図　書　館

近代美術館

カルチャー館

Il　埋蔵文化財事業

佐久而教育委員会　文化財課

教　　育　　長　　　依田　英夫

教　育　次　長　　　小林　宏三

文化財課長　　　草間　芳行
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図書係

庶務係

庶務係



文化財係長

文　化　財　係

調　査　主　任

調査副主任

調　　査　　員

荻原　一馬

林　　幸彦　　須藤　隆司　　小林　眞寿　　羽毛田卓也

冨沢　一明　　上原　　学　　山本　秀典　　出澤　　力

佐々木宗昭　　森泉かよ子

堺　　益子

浅沼ノブ江、阿部　和人、荒井　利男、荒井ふみ子、石川　横手、

井出　慢永、井出　麻紀、井出　　求、井上　行雄、岩崎　重子、

岩下　吉代、岩下　友子、岩下　文子、上原　章子、碓氷　英之、

内堀　　団、梅沢　淳子、江原　富子、遠藤しすか、大井みつる、

荻原千鶴子、小田川　栄、小野沢健二、小幡　弘子、柏木　貞夫、

柏木　三郎、柏木　義雄、柏原　松枝、川田アヤ子、木内　明美、

木内　節夫、菊池　喜重、菊池　康一、倉見　　渡、幸崎　真理、

神津ツネヨ、小金沢たけみ、小須田サクエ、小林喜久子、小林　幸子、

小林　立江、小林　淳子、小林　妙子、小林　　裕、小林まさ子、

小林百合子、小林よしみ、小山　　功、小山　正吉、小山　澄江、

桜井　牧子、賓藤　真理、佐久本真樹子、桜井　聖仁、佐々木　正、

佐々木久子、佐藤　愛子、佐藤　　剛、佐藤志げ子、沢井　皐月、

清水佐知子、篠崎　清一、島田　幹子、須藤　瑞穂、関口　　正、

副烏　充子、大工原きく江、高橋サチコ、高橋　敬子、口中　章鮭、

田中　久子、茅野　香子、角田すず子、角臼トミ工、東城　友子、

東城　幸子、伴野　寿夫、樋田　咲江、中鳶武三郎、中嶋　照夫、

中島とも子、中嶋フクジ、中嶋　良造、中條　悦子、並木ことみ、

成澤　冨子、橋詰　勝子、橋詰けさよ、橋詰　信子、花岡美津子、

花里香代子、花里四之助、花里三佐子、花里八重子、林　美智子、

林　　幸男、比田井久美子、平林　　泰、細萱ミユズ、細谷　秀子、

堀籠　滋子、堀篭　　因、堀籠みさと、真嶋　保子、増野　深志、

水間　雅義、宮川百合子、武者　幸彦、森角　雅子、山浦　豊子、

山崎　　直、山村　容子、柳沢　孝子、柳澤千賀子、依田　みち、

若林　　希、和久井義蛙、渡逼久美子、渡辺　倍男、今井　勇一、

工藤　史絵、工藤　知絵、高橋　陽一、土屋　干浩、中嶋　智広、

中島　里住、細萱　健二
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2　調査事業璧

平成11年度埋蔵文化財事業費

3　保護。保存事業

（1）現状及び指定保護◎保存

なし

（2）記録保存

1）概　要

予　算　額　261，816，000円

決　算　額　261，710，619円

受託事業費141，823，000円

開　 発　 原　 因　 者
調　 査　 実　 施　 数

報告書刊行発　 可 試　 掘
立　　 会 整　　 理 計

国

県

市

等 ！
！

国　 ◎　 県　 補　 助
！

1

長野県土地開発公社 1 1

佐 久 建 設 事 務 所 2 1 3 2 8

長野 県土地改 良課 1 1

佐久市土地開発公社 2 1 4 7 2

佐　　　 久　　　 市 8 5 1 1 15 1

個　 人　 e　民　 間　 企　 業 4 24 2 1 3 1 3

合　　　　　　　　　　 計 17 3 1 6 9 63 7

原　 因　 者　 負　 担 17 2 12 9 40 6

国　 ・　 県　 補　 助 29 1

2）発掘調査◎整理作業

N 0．

遺　　 跡　　 名 所　　 在　　 地

備　　　　　 考
調　 査　 面　 積 事　　　　　 業

1
野沢館跡　 薬師寺遺跡 佐久市大字野沢 近世寺院の調査　 中世～近世の遺物出土

佐久而理蔵文化財調査報告書第81集1，399．15「ポ 本堂改築事業

－　3　－



2

樋村遺跡群　 樋村遺 跡 lI 佐久而大字平賀 住居址29、掘立柱建物址 6 、士坑 1

6，8 80前 国補道路改良事業 溝状遺構 1

3

量石遺跡 佐久而大字駒込 住 居址 2 、掘立柱建物址 1、土坑 1

溝址 2
5，0 00前 県道改良事業 （駒込バイパス）

4

深堀遺跡 …他 佐久而大字瀬戸

住 居址、 古墳跡

47，000汀了 農村活性化住環境整備事業

5

戸坂遺跡群　 四、ソ塚遺跡 Il 佐久市大字新手田 住 居址 2 、掘立柱建物址 1

佐 久而埋蔵文化財調査報告書第80集320「パ 道路改良

6

長土呂遺 跡群 下聖端遺跡 IV 佐久市大宇島土呂 住 居址 7 、掘立柱建物址 19、士坑 2 、溝 1

佐 久而埋蔵文化財調査報告書第83集
2，846前 宅地造成事業

7

周防畑遺 跡群　 入高 山遺跡 佐久市大宇島土呂 住居址 8 、掘立柱建物址 8 、溝跡 3

2，724前 工場建設事業 円形周溝

8

三千束遺跡群　 宮添遺跡 佐久市大字三塚

住居址 4 、竪穴状遺構 2 、士坑 3

605前 事務所建設事業

9

円正坊遺跡 … ◎Ⅳ 佐久而大字岩村ロ 住居址 18、掘立柱建物址 16

9，600前 代替地造成工事 円形周溝 8 、溝 3

10

跡部e俵 田遺跡、町 田遺跡 Il 佐久而大字跡部 住居址74、掘立柱建物址 5 、鍛冶址 1

畑土止
18，609．5前 県道改良事業

11

新海 坂遺跡群　 新海坂遺跡
l

佐久市大字根岸字新海坂

住居址 6

800前 市道改良事業 （彗沢）

12

村 上遺跡群　 村上遺跡 佐久而大字根岸字村上

住居址 1、縄文時代の包含層

400「パ 市道改良事業 （富沢）

13

枇杷坂遺跡群 直路遺跡 ＝・lV 佐久市大宇島土呂 ◎岩村 田 住居址 3 、掘立柱建物址 1、土坑 2

万形周溝 1、 円形周溝 13 16 rパ 佐久平駅周辺土地 区画整理

14

周防畑遺跡群辻の前e中仲田遺跡 佐久市大宇島土呂 住居址 15、士坑36、竪穴状遺構 1

溝跡 5 、 ピッ ト20，000前 佐久平駅周辺土地 区画整理

15

芝宮遺跡群　 下 曽根遺跡 〉II 佐久市大字小口井 住居址 13、掘立柱建物址 8 、士坑 2

溝址 1
1，050前 両道改良事業 （曽根線）

16

中道遺跡 Il 佐久 而大字前山

住居址 3 、溝址 1、弥生～平安包含層

1，400「パ 市営住宅 建設 （泉 団地）
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3）整理作業

N 0． 遺　　 跡　　 名
所　　 在　　 地

事　　　　　 業
備　　　　　 考

1 榛 名平遺跡
佐久市大字根岸

平成 5 ◎6 年度 調査
、厚生年金福祉施設建設事業

2 中原遺跡群　 梨の木遺跡 …
佐久而大字原

平成 8 年度調査
R 14 1バイパス（権現堂～T D K）

3 西－ e 松 e 中長塚遺跡
佐久 市大字岩村 B

R 14 1バイパス（一本柳～浅間中）
平成 8 年度調査

4 蛇塚遺跡 ◎蛇塚古墳
佐久而大字安原 平成 6 ◎8 年度調査

住宅団地造成事業 佐久 市埋蔵文化財調査報告書第78集

5 長土呂遺跡群　 聖原遺跡
佐久市大宇島土呂

佐久流通業務 団地造成事業
平成元年～平成 7 年度調査

6 大和 田遺跡群　 川原 端遺 跡
佐久市大字大和ロ

住宅団地造成事業
平成 8 年度調査

7 岩村口遺跡群　 柳堂遺跡
佐久市大字岩村日

子ども未来館 建設関連事業
平成 10年度調査

8 番屋前遺跡群 番屋前遺跡 …
佐久 市大字猿久保 平成 10年度調査

佐久而埋蔵文化財調査報告書第帯集店舗建設事業

9 戸坂遺跡群　 四 ツ塚遺跡 I
佐久而大字新手□ 平成 10年度調査

佐久 市埋蔵 文化財調査報告書第79集老人福祉拠点整備関連事業

4）試掘◎立会い調査

N o。 遺　　 跡　　 名 所　　 在　　 地 開発面積 （前） 調 査 期 間 調査方法

1 戸坂遺跡群四ツ塚遺跡 II 佐久市大字新手田 1，0 1 7．5 0 H 11．4．15 試掘

2 宮の前遺跡 1 （隣接） 佐久市大 字塚 原 7 55 ．00 H 11．5．25 試掘

3 周防畑遺跡群 6 （隣接） 佐久而大字長土 呂 1，12 7 ．00 H 11．6．24 試掘

4 円正坊遺跡 ∨ 佐久市大字岩村田 6 9．0 0 H 11．6．28 へ′7．7 試掘

5 金山遺跡 3 （隣接） 佐久市大字野沢 1 1，7 7 3．0 0 H 11．7．5 ～ 7 ．10 試掘

6 跡坂遺跡群 7 佐久市大字小臼井 11 5．0 0 H 11．7 ．23 試掘

7 岩村□遺跡 群23 佐久市大字岩村 田 1，4 29 ．0 0 H 11．7．28 試掘

8 一本柳遺跡群 8 佐久 而大字岩村 ロ 72 8 ．00 H 11．7．29 試掘
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N 0． 遺　　 跡　　 名 所　　 在　　 地 開発面積 （前） 調 査 期 間 調査方法

9 中原遺跡群22 佐久而大字 中込 1，302．00 H 11．8．23 試掘

10 猿久保屋敷添遺跡 4 佐久而大字猿久保 1，733．22 H 11．8．2 7 試掘

11 枇杷坂遺跡群 16 佐久市大字 長土 呂 2，17 1．00 H 11．8．3 1 9．1。14 試掘

12 樋村遺跡群 1 佐久而大字平賀 2，467．69 H 11．10．2 2e23 試掘

13 周防畑遺跡群 7 佐久而大字長土 呂 2，724．00 H 11．10．25 へノ27 試掘

14 三千束遺跡群 2 佐久市大字三塚 500．00 H 1 1．10．28 e2 9e30 試掘

15 中原遺跡群23 佐久而大字 中込 2，8 15．00 H 11．11．19 試掘

16 西浦遺跡群 2 佐久市大写本新 町 1，448．00 H 11．11．24◎25 試掘

17 吹付遺跡 1 佐久市大字香坂 339。70 H 11．12．8 e9 elO 試掘

18 岩村田遺跡群24 佐久而大字岩村 田 3，887．14 H 11．11。8elOe13 へ′16 試掘

19 西近津遺跡群 3 佐久市大字長土呂 1，117．00 H ll。12．2 1 試掘

20 周防畑遺跡群 8 佐久而大字長土呂 13，927．44 H 11．11．8 へノ26 試掘

2 1 中西 ノ久保遺跡群 2 佐久市大字岩村田 7 54．00 H 11．11．16 ′〉20 試掘

22 西赤座遺跡 10 佐久市大字岩村田 1，2 12．9 1 H 11．11．30 試掘

23 東五里田遺跡 3 佐久市大字野沢 86．53 H 12．2．1 試掘

24 松の木遺跡 2 （隣接） 佐久市大字岩村ロ 86．53 H 12．2．9 試掘

2 5 周防畑遺跡群 9 佐久而大字長土呂 582．00 H 12．2つ6 試掘

26 末周知 佐久而大字中込 2，8 00．00 ＝12．2．23 試掘

27 枇杷 坂遺 跡群17 佐久市大字岩村田 2 66．00 H 12．2．17 試掘

28 尼塚遺 跡 2 佐久而大字鳴瀬 688．00 H 12．3．2 1e22 試掘

29 周防畑遺跡群 10 佐久而大字長土呂 200．00 H 12．3．23 試掘

30 上の木 戸遺跡 1 佐久而大字志賀 6，400．00 H 12。3．17 ′〉24 試掘

3 1 未周知 佐久而大字前山 675．00 H 11．7 10′〉12 38へ′2 試掘

32 野沢館跡 5 佐久市大字原 25．20 H 11．8．19 立会

33 深堀遺跡群 4 佐久 市大字瀬戸 234．00 H 11．8．23 立会

34 館ケ沢 A 遺跡 1 佐久 市大字内山 2，876．83 H 11．10．8 立会

35 一本松砦跡 1 （隣接） 佐久 而大字常和 訓0．00 H 11．10．20 立会

36 栗毛坂遺跡群 18 佐久 而大字岩村田 270．00 H 11．11．17 e18 立会

37 新町遺跡 7 佐久 而大字中込 255．00 H 12．2．28 立会

－　6　－



4　普及・公開事業

（1）　第20回少年考古学教室

開催遺跡

開　催．自

対象・参加者

内　　　容

実　　　技

見　　　学

跡部俵田遺跡

平成11年8月4日～6日

市内小中学校生徒・1：廻名

講話「佐久地方にあける発掘調査の成果」

古代竪穴住居址の発掘調査

奈良から平安時代の竪穴住居址等

二言』…壷l－il遠
ここ’‘＿

航‾蔓草．日、．・r　　　　　貯・：・：言．；淑・？．、「．㌻
醐軒－7▼＼：：－∵1、∴．　　　Lやi、－‾確

率議

事
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（2）埋蔵文化財資料展示室利用状況

入室者数　　　203名

5　分析・鑑定

（1）榛名平遺跡

木製品保存処理　（株）東都文化財保存研究所

木製品鑑定・分析　（株）古環境研究所

（2）番屋前遺跡…

鉄製品保存処理　（財）元興寺文化財研究所

（3）川原端遺跡

獣骨鑑定　日本ほ乳類学会　宮崎重雄氏

（4）蛇塚古墳

人骨鑑定　聖マリアンナ医科大学　平日和明教授

（5）跡部俵田遺跡

製鉄関係遺構熱残留磁気年代測定　島根大学　時枝克安教授

6　刊行図書

第77集　『番屋前遺跡…』

第78集　『蛇塚遺跡・蛇塚古墳』

第79集　『四ツ塚遺跡l』

第80集　『四ツ塚遺跡Il』

第81集　『薬師寺遺跡』

第82集　『市内遺跡発掘調査報告書1998』

第83集　『下聖端遺跡lV』

佐久而理蔵文化財　年報　8　平成10年度

－8　－



7　調査概要

樋村遺跡群樋村道跡IIH4号住居址カマド

三千束遺跡群宮添遺跡土坑遺物出土状況

－　9－



1　野沢館跡　薬師寺遺跡

所　在　地　佐久市大字原屋敷467

調査委託者　宗教法人　薬師寺

開発事業名　本堂改築工事

調査期間　平成11年4月1日～4月30日

調査面積1399．15ポ

調査担当者　羽毛田卓也

経過と立地
薬師寺遺跡位置図（1：50，000）

野沢館跡は、佐久市大字野沢・原に所在する平安時代末期から中世にかけての居館址である。

本館跡は平成3年度に試掘調査され、中世の土坑・柱穴址・石組遺構などが検出されている。今

回調査した薬師寺遺跡は、本館跡の中央東端の標高674m内外を測る千曲川により形成された低段

丘東端に位置する。今回宗教法人薬師寺が行う本堂改築工事に伴い、佐久而教育委員会と協議の

結果、試掘調査を行うこととなった。その結果、対象地全体に中世から近世にかけての遺構と遺

物包含層が広がっていることが判明し、再度両者協議の結果、基礎工事lこより破壊される地下0．8

mまでを緊急に発掘調査し、それ以下については保存する運びとなった。

調査概要

現存する薬師寺本堂は江戸時代中期前半の建造で、佐久市内にあいては貴重な寺院建築である。

そのため取り壊しの前に、平面園の作成や、可能な限りの遺物の収集を行った。礎石を露出させ

図面を作成後、基礎面の掘下げを行った結果、40cm下方より小規模な堂の礎石が部分白勺に発見さ

れた。さらに掘下げを行った結果、中世の池の面に到達した。基壇構築当時、池はまだ存在して

あり、千曲川の川原石や砂で埋め立てながら嵩を上げて、叩き占めながら構築していた。中世池

面や構築土からは中世の多量の遺物が出土した。

遺物は中世から現代にいたる陶磁器や銭貨・仏具・石製品・金属製品など多量に出土した。中

世の遺物は土鍋や陶磁器・古銭の

ほか、石すり鉢・五輪塔部材・石

灯篭部材など多種多様であった。

近世では本堂再建時に地鎮とし

て理納されたと推定される田匁

豆板銀が内陣主柱礎石の脇から

出土した。 薬師寺遺跡出土金鋼製品（幡部品）

－10－



FlV区掘下状況（南から）

内陣北側主柱礎石（S88）

F H区掘下1犬況（南から）

内陣北側主柱礎石（S90）



2　樋村遺跡群　樋村遺跡Il

所　在　地　佐久市大字平賀字樋村2704－1外4筆

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　道路改良

調査期間　平成11年9月28日～平成12年3月31日

調査面積　6，880ポ

調査担当者　上原　　学

経過と立地 樋村遺跡il位置図（1：50，000）

樋村遺跡は、千曲川右岸の平賀地積にあり、広く水田として利用されている地域に展開する。

遺跡周辺では昭和49年に遺跡の乗、後家山丘陵西端に所在する後家山古墳の調査が行われ、側壁

最下段の石材及びかまち石、礫床が検出された。遺物は切子玉・管玉・ガラス小玉・臼玉・鉄族・

直刀片・刀子・土師器・須恵器などが出土した。また昭和57・58年度にlま、今回調査区の南に接

する地域にあいて、土地改良事業に伴う樋村遺跡の調査が行われ、水田下より弥生時代から平安

時代に至る住居址約300軒が調査されている。

今回、佐久建設事務所による道路改良事業が行われることとなり、遺跡の記録保存を目的とし

て、佐久建設事務所から委託を受けた佐久市教育委員会が主体となり発掘調査を行う運びとなっ

た。

調査概要

調査の結果、調査区内は縁辺部を残し中央部

の大半が土取りされてあり、遺構の多くはすで

に破壊されていた。しかし、残存部からは、古

墳時代後期を中心とした住居址29軒、掘立柱建

物址6棟、溝状遺構1乗、士坑1基が一部破壊

されながらも確認することができた。これらの

遺構は、地山が強粘性であることからいずれも

安定した壁面を持ち、カマドの残存状況も良好であった。また、住居址の中lこは、カマド周辺に

多数の土器が当時のままと考えられる状態で出土した例も認められ、当時の生活を考える上で葺

重な資料である。
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樋村遺跡II調査全体園

（1：1，000）

西カマドを持つH15号住居址全景（東から）

H2号住居址カマド（南から）

潤さ‥九‘・㌔‾・’：‘、’一1‘昌‾：‾‘’、・こ・・墓壬†二：llli〔一二：l退
H1号住居址全景（西から）
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H4号住居址全景（南から）

H4号住居址カマド左遺物出土状況
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3　畳石遺跡

所　在　地　佐久市大字駒込1度迫外

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　緊急地方道整備事業

調査期間　平成11年8月3日～平成12年3月31日

調査面積　5，000rd

調査担当者　小林　眞寿　　出澤　　力

経過と立地 畳石遺跡位置図（1：50，000）

畳石遺跡は笠原城跡から志賀川に南向きに傾斜する、山の尾根間の緩傾斜面に位置し、標高800

m内外を測る。当該事業に関わる調査は平成8年の試掘調査に続き、平成9年に地ケ入遺跡、地

ケ入遺跡iiが実施され、平安時代と中世の遺構や縄文～中世の遺物が出土している。今回の調査

地点は、地ケ入遺跡Ilと小河川による沢を挟んだ東方lこ位置する。

調査概要

検出された遺構・遺物は以下のとありである。

◎遺　　　構

竪穴住居址　　　　2軒（平安時代）

土　　　坑　　　1基

溝　　　址　　　　2条

近世の鳥居台座　1

◎遺物

土師器

－15－



4　深堀‖

所　在　地　佐久市大字瀬戸字深堀1310外

調査委託者　佐久地方事務所

開発事業名　県営農村活性化住環境整備事業

調査期間　平成11年4月26日～平成12年1月25日

調査面積　47，000∩イ

調査担当者　小林　眞寿　　出澤　　力

経過と立地 深堀…位置図（1：50，000）

深堀遺跡群は佐久而大字瀬戸lこ所在し、東方を志賀川、西方を田切谷に挟まれた台地上に展開

する複数の遺跡により構成され、標高670～690mを測る。また、乗千石平遺跡群は志賀川により

形成された、深堀遺跡群南隣の河岸段丘上に展開し、標高は670m内外を測る。

両遺跡群内にあいて佐久地方事務所による瀬戸原農村活性化住環境整備事業が計画されたた

め、平成9年度の試掘調査と平成10年度試掘調査及び深堀l・IIの調査に継続して、平成11年度

も調査を行った。

調査概要

主な調査遺構としては、中世城郭である八反田城を区画する最も外側の堀址が調査された。こ

の堀より外側に堀址が存在しないことは、今回の一連の調査により明らかとなってあり、八反田

城の範囲が確定された。しかし、遺物はほとんど出土しなかったため、年代を考察する資料は提

供できなかった。狐塚古墳群の350－4号墳と350－5号墳の調査では、2基ともに石室は昭和初

期に石材を農業用水路に転用した際破壊されていることが判明した。特に350－5号煩は、近年

にあいても土地の所有者により塵の捨て場所としての掘削を頻繁に受けほぼ消滅していた。350

－5号墳が存在した地点には、円形の平面プランを呈する周溝の可能性を有する溝址が検出され

たが、内部から土器の出土は認められず、深さも最深部では2mに及び、更に底面には段差が形

成され、これに連動して平面プランも多数の括れ部を有するため、現時点ではこの溝址が350－

5号墳の周溝とは判断しかねている。しかし、玉類や馬具金具と思われる鉄製品が出土している

ことから古墳が存在したことは疑う余地はない。一万350－4号墳は石室こそ存在しないものの

周溝や、マウンドの一部が残存していた。年代的には2墓ともに僅かに出土した土器と地元の古

老の話を総合すると7世紀代の横穴式石室古墳と考えられる。佐久地方の弥生時代中期の土器編

年にあいて、最古段階の土器が出土した昭和40年調査と同時期の集落址も検出され、数軒の住居

－16－



址が調査された。古墳から平安時代の集落址は、広大な台地上にあける分布が大まかに把握され

た。また、無数に走る溝址の経路も過去に例がないほどに広範囲に及び把握されたものもある。

内容が不明であった東千石平遺跡群からは奈良～平安にかけての極めて多量の土器と、帯金具な

どとともに同時期の集落址が確認された。

弥生中期の住居址

－17－



東千石平全案（北から）

出土鉄器　鍍

0　0
†

←350－4号墳

†350－5号墳1

出土鉄器　上一鎌・下一刀子

叫－
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5　戸坂遺跡群　四ツ塚遺跡11

所　在　地　佐久而大字新子日宇供養塚84ト3外8筆

調査委託者　佐久市土地開発公社

開発事業名　市道改良

調査期間　平成11年6月8日～6月11日

調査面揖　320ポ

調査担当者　森泉かよ子

経過と立地 四ツ塚遺跡Il位置園（1：50，0∞）

戸坂遺跡群は、佐久而岩村田市街地の乗1．5kmの新子田地積に展開し、標高704m内外の台地上

に位置する。調査区は遺跡群中央のやや乗にあり、北には奈良時代の住居址2軒を検出した供養

塚遺跡、乗には奈良時代の住居址5軒及び古墳跡1基等が検出された四ツ塚遺跡Iが存在する。

今回、佐久而土地開発公社による市道改良事業が行われることとなり、平成11年4月に試掘調

査を行った。その結果、竪穴住居址の存在が確認されたため、遺構の記録保存を目的として本調

査を行う運びとなった。
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四ツ塚遺跡Il調査全体園
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調査概要

調査により、住居址2軒、堀立柱建物址の一部と思われるピット2が確認できた。

H1号住居址は、調査区中央に位置し、全体の南側3分の2が確認できた。調査範囲にカマド

が認められないことから北カマドと考えられた。ピットは4本確認でき、内3本が主柱穴、1本

は南壁際中央に堀り込まれていることから出入り口部に関係するものと思われる。遺物は土師器

の杯、空、高杯が出土した。

H2号住居址は、調査区乗に位置し、住居址全体が調査可能であった。カマドは北壁中央に構

築されてあり、ピットは主柱穴が4本確認でき、北東コーナーには土坑が1基認められた。遺物

は土師器の杯、碧が出土した。

住居址の年代lま、出土遺物の特徴からH1号住居址が7世紀末頃、H2号住居址が7世紀前半

と考えられる。

調査区全景（西から） H1号住居址（西から）

検出刃犬況（乗から）

－20－
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H2号住居址カマド H2号住居址カマド掘万

H2号住居址掘万
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6　長土呂遺跡群　下聖端遺跡IV

所　在　地　佐久市大字長土呂字下聖端

179－1・7

調査委託者　与志本林業株式会社

開発事業名　宅地分譲開発による造成工事

調査期間　平成11年4月5日～5月14日

調査面積　2，846「ポ

調査担当者　森泉かよ子

経過と立地
下聖端遺跡lV位置図（1：50，000）

佐久市長土呂付近は上信越自動車道、流通業務団地造成事業、区画整理事業、新幹線などの開

発事業が集中している。それに伴い、大規模な発掘調査が行われ、多くの遺跡がすでに調査され

ている。今回の下聖端地籍はすでに遺跡と周知されてあり、与志本林業株式会社が宅地分譲開発

による造成工事がなされることになり、試掘調査を行った。結果、竪穴住居址・掘立柱建物址等

が検出され、開発に伴う破壊が想定され、発掘調査を行うこととなった。

下聖端遺跡lVは佐久市の北端、浅間山麓の末端部に位置する。この地域は浅間第1軽石流が堆

積し、火山山麓に特有な田切り地形が発達した所である。放射状に伸びた日切りの台地中央あた

りで、台地上でも凹地に遺構が検出され、標高730．0～730．50mで検出された。

調査概要

遺構 遺物

竪穴住居址　　7棟（奈良～平安時代）　　須恵器・土師器・ユリ石・砥石

掘立柱建物址19棟（奈良～平安時代）　　凹石・石虐鉢・刀子・鉄鉱・金環

土坑　　　　　2基

単独ピット　　85個

溝1菓

奈良から平安時代の集落が確認された。床下の堀万から旧住居址が確認される住居址が多くみ

られ8C頃から9C頃に渡るものであろう。東方の聖原遺跡では900棟を越える古墳から平安時

代の住居址が調査されている。本遺跡はその延長であろう。
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7　周坊畑遺跡群　入高山遺跡

所　在　地　佐久市大字長土呂

字入高山970－1970－13

調査委託者　佐久エレクトロン株式会社

開発事業名　工場増築工事

調査期間　平成11年11月8日～11月26日

調査面積　2，724ポ

調査担当者　森泉かよ子

経過と立地

周坊畑遺跡群は佐久市の北部、浅間山麓

の南端にある。この地域は浅間山の火山堆

積物である浅間第1軽石流が堆積し、その

流失し易い性質から田切り地形が発達して

いる。周防畑遺跡群はその細長い台地上に

展開される遺跡群である。周防畑遺跡群は

周防畑A遺跡、周防畑B遺跡、若宮遺跡

I Il、南近津遺跡がすでに発掘調査さ

れ、弥生時代後期から平安時代lこわたる集

落や墓域が検出された。

今回、佐久エレクトロン株式会社が工場

増築計画に伴い、試掘調査を実施した。そ

の結果、竪穴住居址・掘立柱建物址等が検

出された。開発に伴い破壊が余儀なくされ

るため、協議の結果発掘調査を行い記録保

存することとなった。

調査概要

発掘調査により、竪穴住居址8棟、掘立

柱建物址7棟、単独ピット159個、円形周溝

入高山遺跡位置図（1：50，000）

入高山遺跡調査全体園（1：500）
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1塁、溝址3条が検出された。竪穴住居址はHl・H6号住居址が平安時代、H4・H5号住居

址が奈良時代、H2・H3・H4号住居址が古墳時代後期である。比較的カマドの残存状況がよ

く、煙道なども残っていた。H7号住居址は焼失家屋で、使用状態のまま遺物が残されていた。

入高山遺跡航空写真（南から）

H3号住居址全景

－25－

H3号住居址カマド



H7号住居址カマド（南から）

H8号住居址完掘（乗から）

－26－



8　三千束遺跡群　宮添遺跡

所　在　地　佐久市大字三塚字宮添90－1外

調査委託者　佐久市農業協同組合

開発事業名　事務所建設事業

調査期間　平成11年11月5日～11月30日

調査面積　605ポ

調査担当者　出澤　　力

経過と立地 宮添遺跡位置図（1：50，000）

三千乗遺跡群宮添遺跡は佐久而大字三塚lこ所在する。本遺跡は千曲川と片貝川lこ挟まれた沖積

微高地上に立地してあり、標高は668m内外を測る。周辺では市道遺跡I（昭和49年調査）・ll（平

成10年調査）、寺添遺跡（平成6年調査）など多くの発掘調査が行われてあり本遺跡周辺に古墳時

代～中世に至る集落の存在が知られている。

今回、佐久市農業協同組合により事務所建設事業が行われることとなり、平成11年10月28．29日

に建物部分について試掘調査が行われ、竪穴住居址4軒、土坑1基、ピット多数が検出され、遺

物も多数確認された。その結果を受けて保護協議が行われ、記録保存のための発掘調査が行われ

ることとなった。

調査概要

建物にかかる約605「パの面積について発掘調査を行い、竪穴住居址4軒、竪穴状遺構2軒、土坑

3基とピット伯墨を確認した。竪穴住居址は古墳時代中期末～後期初頭にかかるもの1軒に、奈

良・平安時代のもの2軒、あとの1軒は床の一部が残るのみの状態で発見されたもので古墳時代

に所属するものと思われる。古墳時代中期末の住居址からは土師器などの他に管玉、臼玉等の玉

類が合計で12点確認されている。

また、確認された士坑内より一括して土師器蛮4点と器台2点が出土してあり、器台の形態か

ら古墳時代前期後葉のものと考えられる。佐久地方では古墳時代前期に該当する遺構・遺物の発

見例が比較的少なく、遺跡周辺にあいてもこの時期の遺構は発見されていない。

このほか遺物では、土師器、須恵器、石製品、鉄製品、古銭、青磁破片、獣骨、人骨等が発見

されている。

－27－



10m

宮添遺跡調査全体園

宮添遺跡全景（北から）
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土坑遺物出土状況

住居址全票（南から）
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9　枇杷坂遺跡群　円正坊遺跡＝・IV

（円正坊遺跡‖）

所　在　地　佐久而大字岩村田写下直路1106－6外

調査委託者　佐久両都市計画課

開発事業名　宅地代替地造成工事

調査期間　平成11年5月13日～8月9日

調査面積　5，200ポ

（円正坊遺跡IV）

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久而大字岩村田字円正坊1281－8外

佐久両都市計画課

都市計画道路佐久平駅蓼科口線道路改築工事

平成11年5月13日～8月9日

4，200∩イ（内11年度は約900ポ）

森泉かよ子

円正坊遺跡‖・IV位置図（1：50，000）

枇杷坂遺跡群は佐久市の北方にあって、浅間山麓南端にあたる。浅間火山灰の堆積物である浅

間第1軽石流が厚く覆っている地点である。流失し易い性格から田切り地形を形成している。円

正坊遺跡はその台地上の東端にある遺跡で、隣接して南東は低地になっている。枇杷坂遺跡群で

は上直路遺跡、直路遺跡トIlなど、弥生時代後期の住居址・暮囁などがすでに調査されている。ま

た本遺跡の一画は平成元年に古墳時代の竪穴住居址3棟、円形周溝5基が発掘調査されている。

今回都市計画整備事業の一環で、当遺跡に道路、代替用の宅地造成をすることとなり、試掘を

したとこう住居址・掘立柱建物址が検出され、発掘調査をすることとなった。標高は709．0m内外

を測る。

調査概要

本調査区域は近年の建築物による破壊で、著しく撹乱されていた。また地殻移動の影響を受

け、遺構のずれがあった。地殻移動も地盤や遺構の深さ、大きさなどに左右され一様ではなく、

南西万向に棚～100cmずれている。従って地盤の下になり未検出の遺構もある。調査の結果、古

墳時代の竪穴住居址18棟、堀立柱建物址16棟、円形周溝8基、溝址3基が検出された。
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円正坊遺跡…・IV調査全体園（1：400）
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円正坊遺跡‖・lV全宗

－32－

EM1号円形周溝（北から）



10　跡部億田遺跡群跡部億田遺跡・跡部町田遺跡II

所　在　地　跡部俵田遺跡

佐久而大字跡部字俵田314・304－2

字□明塚29ト2

跡部町田遺跡II

佐久市大事跡部字孫次郎237－5、249－5

字反田206－2

調査委託者　佐久両都市計画課

開発事業名　都市計画道路小諸臼田線道路改良事業

（国道141号）

調査期間　平成11年4月17日～7月18日

調査面積18，609．5ポ

調査担当者　上原　　学、佐々木宗昭、林　　幸彦

経過と立地

木

跡都債田遺跡群跡部俵田遺跡（上）
跡部町田遺跡II位置図（1：50，000）

跡部俵田遺跡群は、佐久而跡部の集落北に位置し、標高は664mを測る。北西流する千曲川左

岸に形成された第2・第3河岸段丘上にある。跡部町田遺跡IIは、跡部俵田遺跡とは市道を挟ん

だ南側に位置する。

昨年、都市計画道路小諸佐久臼田線道路改良工事計画lこ伴い試掘調査を実施した。跡部億田遺

跡からは30余軒の竪穴住居址が検出された。また、圃場整備が実施された跡部町田遺跡日にあい

ても、削平されずに数件の竪穴住居址が確認された。

試掘調査の結果、遺構の存在が確認されたため今年度記録保存調査を実施した。

調査概要

調査の結果、古墳時代～平安時代の竪穴住居址86軒、掘立柱建物址、溝、土坑、畑跡等が検出

された。
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跡部偲田遺跡航空写真（駐車場部分跡部町田遺跡iO南から

－：蛤－



跡部僅田遺跡航空写真（西から）

跡部儲田遺跡航空写真（乗から）畑跡・砂に埋もれた住居址等が認められた
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跡部俵田遺跡H23号住居址カマド

跡部儲田遺跡H23号住居址カマド煙道天井石除去状態

－36－



跡部俵田遺跡H23号住居址カマド構築用石材

跡部俵田遺跡砂に埋もれた住居址（H47号住居址）

－37－
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カマド掘万全景
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11新海坂遺跡群　新海坂遺跡

所　在　地　佐久市大字根岸3000－1、3004－1外

調査委託者　佐久而建設部土木課

開発事業名　道路改良

調査期間　平成11年9月31日～10月14日

調査面積　800ポ

調査担当者　上原　　学

新海坂遺跡位置図（1：50，000）

経過と立地

新海坂遺跡群は佐久市根岸地積に所在し、蓼科山麓の舌状に張り出した尾根に挟まれた沢から

西に枝状に延びる沢上に位置する。調査区はこの沢の標高723～730mの緩斜面上lこ位置する。付

近の調査としては昭和61年に行われた瀧の峯古墳群、平成5年に行われた榛名平遺跡の調査があ

げられ、縄文時代から中世に至る多数の遺構・遺物が確認されている。

今回、佐久市建設部土木課による道路建設が行われることとなり、試掘調査を行い遺構の確認

された地域の記録保存を目的として発掘調査を行った。

調査概要

調査の結果、沢の比較的緩やかな斜面上にあいて弥生時代末から古墳時代初頭に位置付けられ

る住居址6軒を確認した。遺物は住居址内から杯・碧・高杯・石斧・石鉄が出土した。

H4号住居址全宗

－40－

H4呈住居址炉跡
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新海坂遺跡近景（北から）

H4号住居址炉跡完堀状況

H1号住居址遺物出土状況
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新海坂遺跡H1号住居址遺物出土状況
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12　村上遺跡群　村上遺跡

所　在　地　佐久市大字根岸2824－1外

調査委託者　佐久市建設部土木課

開発事業名　道路改良

調査期間　平成11年7月5日～7月30日

調査面積　400ポ

調査担当者　上原　　学

経過と立地 村上遺跡位置図（1：50，000）

村上遺跡群は佐久而根岸地積にあり、蓼科山麓の舌状に張り出した尾根に挟まれた沢の西側に

展開する。調査区は遺跡群の北側、沢から更に西万向に枝状に延びる沢の標高720～723mの緩斜

面上に位置する。付近の調査としては昭和61年度、村上遺跡の北1kmの沢治いlこある立科丘陵地

北端に位置する瀧の峯古墳群の調査が行われ、3基の古墳の調査が行われている。また平成5年に

は村上遺跡の北1km、瀧の峯古墳群の北東300mに所在する榛名平遺跡の調査が行われ、縄文時代

から中世に至る幅広い時期の遺構・遺物が多数確認されている。

今回、佐久市建設部土木課lこよる道路建設事業が行われることとなり、試掘調査を行い遺構の

確認された地域の記録保存を目的として発掘調査を行う運びとなった。

調査概要

本遺跡からは、弥生時代末から古墳時代初頭

に位置付けられる焼失住居址1軒、時期不明の

土坑3基、溝1条が認められた。遺物は住居址

から高杯・蛮・壷・炭化材などが出土した。ま

た調査区内では検出面上にあいて、縄文土器の

散布が多数認められたことから、遺構の調査終

了後、グリッドによる包含層の掘り下げを行っ

た。その結果、堆積土である黒色土層中から縄

文時代中期～後期を中心とする土器が多量lこ

出土した。これにより、付近の丘陵地帯に縄文

時代の集落が存在する可能性が推察できた。

村上遺跡全景（南から）
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H1号住居址全景（北東から）
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村上遺跡遠景（北西から）

調査風票（北西から）
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13　枇杷坂遺跡群　直路遺跡‖

所　在　地　佐久市大字長土呂字水引283－1

調査委託者　佐久市区画整理課

開発事業名　佐久平駅周辺土地区画整理事業

調査期間　平成11年9月13日～9月24日

調査面積　316ポ

調査担当者　森泉かよ子

経過と立地 直路遺跡＝位置図（1：50，000）

枇杷坂遺跡群は浅間山麓南端にあって、浅間第1軽石流が堆積し、火山山麓特有の田切り地形

を形成している。直路遺跡川は標高710mを測る微高地にあり、す＜西は田切りと接し低地とな

る。本遺跡は直路遺跡＝・llとして、平成9年・10年lこすでに発掘調査がなされている。弥生時

代後期の住居址を中心とする集落で、中世の竪穴状遺構・井戸等も調査されている。

今回、区画整理事業のため調査依頼があり、発掘調査した。

調査概要

今回の調査では竪穴住居址3棟、掘立柱建物址1棟、土坑2基、方形周溝1茎、円形周溝1

基、単独ピットが検出された。H1号住居址は床面で検出され明確でない。H2・3号住居址は

弥生時代後期の住居址である。H2号住居址は地殻変動で30cmほど西に移動していた。

遺物は弥生時代後期の土器・石器・赤彩された土製勾玉が出土している。

H 3

。。二　　　 ㊨ 説
D

＿＿一・・・〇
帯 o F

1

2 D l

0　 も
§　 M I　 E M l　 O 0

用

0　　　　　　　　 8 m
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

H M l

枇杷坂遺跡群直路遺跡‖調査全体図
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直路遺跡＝全景（西から） H3号住居址出土勾玉

H2号住居址（北から）
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14　周防畑遺跡群　辻の前・中仲田遺跡

所　在　地　佐久市大字長土呂写辻の前・仲田

佐久平駅周辺区画整理事業区内

調査委託者　佐久市区画整理課

開発事業名　佐久平駅周辺区画整理

調査期間　平成11年5月6日～10月12日

調査面積　20，000ポ

調査担当者　羽毛田卓也

経過と立地

町

辻の前遺跡（下）・中仲田遺跡（上）位置園（1：50，000）

辻の前・中仲田遺跡は、佐久市長土呂の南西に位置し、濁川に接する西側の標高700mの低地と

微高地の交互地形上に展開する。東西に走るJR小海線部分の低地を挟み、北側を中仲田遺跡、

南側を辻の前遺跡とした。今回佐久市区画整理課が行う佐久平駅周辺区画整理事業に伴い、遺跡

の破壊が余儀なくされ、佐久而区画整理課と佐久市教育委員会文化財課と協議の結果、全体を試

掘調査することとなった。その結果、圃場整備事業により残された道路と、旧地形が低かった部

分に、破壊を免れた遺跡が残存していることが判明し、再度両者協議の結果、緊急lこ発掘調査を

する運びとなった。

調査概要

対象地全体に試掘トレンチを掘削した結果、8割以上が圃場整備に伴い破壊されていた。今回

はその破壊を免れた部分を中心に調査を行った。

辻の前遺跡からは、弥生時代末から古墳時代初頭にかけての集落と中世の集落が検出された。

また中仲田遺跡からは、弥生時代後期の良好な遺物包含層と平安時代・中世の集落が検出された。

近年の調査と今回の調査によ

り、弥生時代の集落は長土呂

を中心に馬蹄形状に展開する

と捉えられてきたが、濁川・

蟹沢川を中心に東西にややふ

れる南北方向に、少なくとも

4本が帯状に展開することが

判明した。 辻の前遺跡全景（乗から）

－48－



15　芝宮遺跡群　下曽根遺跡Vll

経過と立地 下曽根遺跡Vll位置図（1：50，000）

芝宮遺跡群は佐久市の北部に位置し、古墳時代から平安時代の集落遺跡として知られている。

この付近は浅間火山の第一軽石流の堆積と浸食により形成された田切地形の発達した地域であ

り、この田切りに挟まれた台地上には多くの遺跡が存在している。

平成6年度から、佐久市による市道改良事業に伴い調査を実施してきた下曽根遺跡の調査も今

年度で現場での調査は終了した。

調査概要

平成11年度の調査で検出された遺構は以下のとありである。

○竪穴住居址－13軒（古墳時代～平安時代）○掘立柱建物址－8棟（古墳時代～平安時代）

○溝址－1集　○士坑－2基

調査遺構の総計は以下であった。（時代は縄文、古墳～平安、中世）

◎竪穴住居址一115軒　◎掘立柱建物址－41棟　◎竪穴－2基　◎溝址－5乗　◎土坑－13基

調査風景

－49－
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16　中道遺跡Il

所　在　地　佐久市大字前山字中道113－1外

調査委託者　佐久両都市計画課

開発事業名　公営団地整備事業泉団地建替工事

調査期間　平成11年7月30日～8月11日

調査面積1，400前

調査担当者　上原　　学

経過と立地 中道遺跡II位置園（1：50，000）

中道遺跡は野沢平の西万、千曲川と片貝川に挟まれた沖積低地に立地する。遺跡周辺の標高は

670m内外を測る。遺跡内の調査は昭和亜年lこ調査が行われ古代の竪穴住居址が確認されてい

る。また平成9年には佐久市による公営住宅立て替え工事に伴う発掘調査が行われ古墳時代・平

安時代の竪穴住居址12軒が確認されている。今回は前述の公営住宅建て替え工事に伴う調査の継

続である。

調査概要

調査の結果、古墳時代の住居址

3軒が認められた。また調査区西

側はややに西万向に落ち込んだ谷

刃犬地形を見せ、堆積土中から弥生

土器・土師器・須恵器・石製品（石

包丁）などが多数出土した。

住居址カマド（乗から）
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∴
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中道遺跡II調査風景（南東から）
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8．岩村田遺跡蒜「菅田遺跡V

査報告書



岩村田遺跡群　菅田遺跡∨

所　在　地　佐久市大字岩村田字菅田415外1筆

調査委託者　龍雲寺

開発事業名　壇信徒開館増築工事

調査期間　平成9年11月18日～28日（現場）

調査面積　250ポ

調査担当者　上原　　学

例言・凡例

町

菅田遺跡∨位置図（1：50，000）

1本書は平成9年度に調査した、長野県佐久而大字岩村田字菅田に所在する岩村田遺跡群菅田

遺跡Vの発掘調査報告書である。

2　本書の作成、執筆は上原が行った。

3　本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下lこ保管されている。

4　遺跡の略称－I SR V

5　遺構の略称　竪穴状遺構一丁a　土坑・土坑暮－D　溝跡－M

6　図面の縮尺は遺構が1／80．遺物が1／4である。その他の縮尺は園面下lこ明記。

7　調査区グリツトは公共座標に基づき大グリツト棚×棚m、小グリツト4×41こ設定。

8　土説・土器色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票

監修1987年度版『新版標準土色帖』の表示に基づいた。

経過と立地

岩村田遺跡群は岩村田市街地を中心とし、東西を「田切り」地形lこよって分断された標高705

～730mの台地上に展開する。調査区は遺跡群のほぼ中央の龍雲寺敷地内に位置し、標高は705m

内外を測る。また調査区西には佐久市北部を拠点とし勢力を振るった大井氏の居城である大井城

跡が所在する。このため調査区内にあいて、中世関連の遺跡の存在が予測された。

今回、龍雲専任職による壇信徒会館増築工事が行われることとなり、遺構の有無を確認するた

め試掘調査を行った。

その結果、中世と思われる遺構・遺物の存在が認められたため、龍雲寺住職から委託を受けた

佐久市教育委員会が遺跡の記録保存を目的として本調査を行った。

－弘－



岩村田遺跡群　菅田遺跡∨位置園（1：1，000）

佐久地方の歴史と龍雲寺（中世）

佐久地万は古代にあいて有力な三つの御牧（望月・長倉・塩野）があかれ、良馬の産地として

発展を遂げてきた。このように土壌に恵まれたためか、平安時代末期には多くの有力武士団が形

成され、その一つ、牧経営等で有力な豪族であった滋野一族の一系である根々井氏は木曽義仲の

四天王となるほどの勢力を持っていた。根々井館跡、根々井栗原館跡はその居城とされている。

－57－



このこうの佐久には大井荘、伴野荘二つの荘園があり、大井荘は岩村田を中心とする大井郷、伴

野荘は野沢平を中心とする刑部郷を中心に成立した荘園といわれている。この他、平賀◎田口を

中心とした平賀郷があった。平安時代から鎌倉時代の承久の乱に至る問の平氏と源氏、さらには

宮万と幕府との政権争いという大きな日本史の流れの中で、これらの佐久武士団は大きく関与

し、一族の盛衰を体験したのである。

承久の乱（1221）後、佐久には、小笠原氏が新興勢力をはる。長時は伴野氏を称して野沢平を

中心とする佐久の南部に、その弟朝光は大井氏を称して岩村田を中心とする佐久の北部にそれぞ

れ勢力を振るった。伴野氏関連の遺跡は前山城や伴野城址、大井氏関連の遺跡は大井◎長土呂◎

冨取◎森山◎平原e岩尾◎上の城◎燕城等があげられ承久の乱以後佐久にあいて着々とその勢力

を拡大したことが伺える。中先代の乱（1335）では、大井氏は同族の小笠原貞宗や村上信貞らと

ともに北朝万に属し、信濃の旧勢力である南朝万の諏訪氏や佐久◎小県の滋野一党と対した。一

時大井城は落城したが、桔梗ケ原の戦い（1335）で南朝万が敗北してからは、望月民ら滋野一党

にかわって大井氏の勢力が伸びた。更に、信濃守護小笠原長秀と信濃の国人盟主村上満信との大

塔合戦（1400）では、大井光矩が仲裁に入ったり1436年には川西の芦田氏と争い家臣に組み込ん

でいる。鎌倉府の足利持氏と京都の室町幕府との争い永享の乱（1437）では、持氏の子永寿王丸

を安原の安養寺に匿った。次いで起こった結城合戦（1440）の際にも大井持光は永寿王丸を支持

し反幕の姿勢を示した。文安四年（1447）に永寿王丸（足利成氏）は許されて関東管領に補せら

れ、鎌倉公方足利成氏として復職させた大井持光は佐久にあいて大きな勢力を持った。このこう

から文明十六年（1484）に村上氏に大井城を焼かれるまでが、大井氏の全盛であった。これによ

り前同族である大井◎伴野の両氏は抗争を続けついに文明十一年（1479）の大井殿が伴野氏に捕

らわれるという争いにまで達し、佐久郡は大いに乱れ村上氏をはじめ甲斐武田氏の佐久侵攻の

きっかけをつくることになった。文明十六年の戦いに敗れ、以後大井氏は衰退し、このこうから

佐久郡内には、大井◎伴野氏を初め数多くの小豪族が割拠し、100を越える多数の城◎館を構え

ていった。　　　　　佐久市教育委員会『大井城跡（黒岩城）』1986　歴史的環境抜粋

以上が佐久市の中世にあける概略であるが、今回、岩村田遺跡群菅田遺跡∨が所在する龍雲寺

について若干述べてみたい。龍雲寺は現在、曹洞宗で岩村田菅田地積に所在するが、創建時は臨

済宗で端下平という地に存在し、大井氏が建てたとされる。その後文明十五年（1483）上野国推

氷郡長源寺の天英称貞が住職となり、曹洞宗に改宗されたが、文明十六年（1484）佐久市の北

部、岩村田を中心に勢力を振るった大井氏の居城である大井城（北から石並城◎王城◎黒岩城）

が、坂城の村上政清によって襲われ、戦いに敗れた際、龍雲寺も焼かれ称貞は寺を弟子にまかせ

長源寺に戻っている。9年後、龍雲寺は寺地を端下平から現地に移し、再び称貞が住職となって

いる。
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移転直後の16世紀になると、龍雲寺は甲斐武田氏と深く関わりを持ち、現存する古文書から、

信玄、勝頼らによって厚く保護されていた様子を伺い知ることができる。さらに武田氏衰退後

も＼佐久地方に深く係わった武将（滝川一益、北東氏直、小諸城主である仙石秀久ら）からの文

書が多く残されていることから＼当時、龍雲寺は宗教的に重要な位置付けをされていた寺であっ

たようである。

参考文献　　　佐久市教育委員会　『佐久市の文化財』　H3

佐久市　『佐久市志　歴史編（二）　中世　　H3

佐久市歴史年表（井出正義『岸野村誌より』）

西暦 年 号 月 事　　　　　 蹟 ！
西暦 年号 月 事　　　　　 蹟

南

北

朝

時

代

室

町

時

代

13 36 建武 3
延元 1
興国 6

11

8

9

2

2

6

8

2

8

10

8

2

8

11

4

4

°

4

1

5

6

8

足 利尊 氏幕 府 を開 く

戦

国

時

代

14糾

15 09

文 明 16

永正 6

2

7

5

e

6

8

大 井城 陥 り岩村 田灰 膣 とな り大井 宗家 滅

134 5

134 6

伴 野出 羽前 司長 房足 利尊 氏直 義の 天 竜寺
亡 する

貞和 1 供 養の 随兵 を勤め る 伴 野と野 沢 と戦 う

正 平 1
貞 和 2

伴野 長 房が 伴野荘 の年 貢 を抑 留 した と大
徳寺 雑 掌が幕 府 に訴え る

将 軍義伊 が関 東管 領 上杉顕 定 らに命 じ伴
野 六郎 と大井 太郎 を和 解 させ る

1349 正 平 4
貞 和 5

大 徳 寺 領伴 野 荘 の 役 夫 工 米 所 課 の 日数

2 00 町 と注 進 され る
152 1 大 永 1 伴野 貞祥 叙父 節香 徳忠 を開 山 に請い 貞祥

寺 を創建 する

1352

13 53

135 5

1383

13 92

1400

1435

正平 7
文和 1

正平 8

宗 良親 王 信濃 の兵 を率 い足利 尊 氏 と小芋
指 原 など に戦 い敗 れる。 友 （伴） 野 十郎
ら宮 に従 う

伴 野長 房足 利義 詮の 軍に 属 し楠正 儀 と京

1527

1530

大 永 7

享禄 3

佐久 郡乱 れ伴野 殿 が武 田信虎 に援 兵 を乞
う

伴 野刑 部大 輔貞 慶が 高野 山蓮 華定 院 を領
内 住民 の宿 坊と定 め る

武 田信虎 佐久 郡 に侵 入 し数十 城を攻 め破
り前山城 を修 築 して在 陣 する

武 田信虎 海 ノ口 に伝馬 を命 ずる

文和 2

正 平 10
文 和 4

弘 和 3

都神 楽 岡に 戦 って戦死 す

甲斐 等 の駒 牽は絶 え たが望 月牧 だ けが 貢
進 して いる

小 笠原 長基 その 手 長 秀 に 与 え た 譲状 に

1540

154 1

天文 9

天文 10

5

8

永徳 3 ′　ヽ　　とど　　　　　　　　　　フ：さ　し　　　　　　く＿　　　　　　」
「信 濃国 菖沢 郷比 丘尼 浄仙 －期 之後 可知

行 之」 と ある
10 志賀 の笠原 新 三郎 雲興 寺 を創建 して節善

徳忠 を開 山と する

元 中 9
明徳 3

応 永 7

永享 7

伴 野次 郎源 長信 が足 利 義満 の相 国寺落 慶
供 養の 先陣 随兵 を勤 め る

1543 天 文 12 9 武 田 晴信 （信玄 ）大 井貞 隆 を小県 郡長 窪
城 を攻 め生 捕 る

南 北両 朝合 一

大塔 合戦 あ こ リ、伴 野民 ら国 人一 揆 に属
し信 濃守 護 小笠原 長 秀 を破る 。守 護代 大
井光 矩講 和 をはか り長 秀 を救 う

将軍 足利 義教 が信 濃守 護小 笠原 政康 に大
井持 光と 芦田 下野 守の和 睦 を命 じる

1546

154 7

154 8

1550

天文 15

天文 16

天文 17

天 文 19

5

8

9

11

9

7

9

4

5

5

11

10

8

武 田晴信 内 山城 を攻 め城 主大 井貞 清 を降
す

武 田晴信 志賀 城 を攻略 す る

小 山田信 有田 □城 を攻 め て重 囲に陥 ち武

田晴 信こ れ を救援 して、佐 久郡 謡城 を落
す

14 36 永享 8 芦 田 下野 守が信 濃守 護小 笠原 政透 （政 康）

に降 り、 この 日将軍 正透 に太 刀 を与え る

大 井持 光 関東公 方足 利持 氏の 遺児 永寿 王
を安養 寺 にか くまう

大井 持 光家 臣の 芦田 e清野 を つけ て永 寿
王 を結城 に入 城 させ る

結城 落城 、大 井持 光再 び永 寿王 を かく ま
う

村上義 満桜 井 山城 を攻め て これ を焼 く

143 7

144 0

144 1

14 46

14 65

永享 9

永 享 12

嘉 吉 1

155 1

1552

15 54

155 9

1560

天 文20

天文 2 1

天文2 3

永 禄 2

永禄 3

小山 田備 中守 昌辰 （上原 伊 賀守改 め） 重
ねて内 山城 に入 る

荻 原豊 前守 武田 晴信 の命 を受 け松 原神 社

の 神馬銭 六貫 文 を渡 す

式 日晴信 佐久 郡 をこ とご と く平定 し明春
信濃 奥郡 への 出陣 に備 え させ る

文安 3

寛正 6

「佐久 郡 平賀 乱あ り」 （平賀氏 滅 亡）

伴 野貞 棟 が幕府 に願 い上 総介 に推 挙 され
る

前山 城主 伴野 貞祥死 す

武田 信玄越 後境 に 出兵 せん と し松原 神社
に戦勝 を祈 る

146 7

14 7 1

応 仁 1

文 明 3

応仁 の 乱あ こ る
武 田信 玄上 州南 牧の 市 川右 馬介 うに佐 久
郡 内の 地 を宛行 う

幕府 奉行 人 伊勢 貞親 が大井 刑 部少 輔政 光

の埴 科郡 船 山郷入 部 を認め る
156 1 永禄 4 武 田信 玄上 州に 出兵 のた め松 原神 社 に戦

勝 を祈 る

伴野 貞棟 が太 刀等 を将 軍義 政 に献 じ、義
政 が 答謝 す る

大 井 と伴 野が 合戦 し大 井殿 生捕 られ 阿江
木 （相 木） 入道 討死 す る

156 2 永禄 5 式 日信玄 大井 左馬 允の 軍役 を定 め る

14 79 文明 1 1
1564 永 禄 7 式日 信玄 貞祥 寺領 伴野 の 内百貫 文 を安堵

し制 札 を掲 げ る
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西暦 年号 月 事　　　　　 蹟

戦

国

時

代

安

土

°

桃

山

時

代

1565 永禄 8 2 武田信玄上州箕輪城を攻略のため新海神
社に戦勝を祈る

1567 永禄10 2 武田信玄田畑不作につき海ノ口郷に本年

分の伝馬役を免除する

1568

1569

永禄11

永禄12

8

9

武田信玄佐久小県両郡修験の普請役を免

除する

上原筑前の検地が志賀等で行なわれる

12

7

依忠信守信書父子等信玄に従って駿河薩

田山に今川勢と戦う

伴野信是野沢郷八幡宮に鰐口を寄進 す
る。永禄六年薬師寺にも寄進する

1572

1573

1575

1576

元亀 3

天正 1

天正3

天正4

2

2

4

7

12

4

7

信玄岩村田御家人衆に命じ竜雲寺の葺萱
を運上させる

竜雲寺を武田家分国曹洞宗の僧録司とす

る

竜雲寺北高全祝信玄の要請で千人法憧の
準備をする

信玄千人法障奉行小宮山昌友の精励を嘉
し甲州萩原郷百貫文を与える

武田信玄甲斐信濃の兵を率いて遠州三万
原に徳川家康を破る

武田信玄三河陣中に病み伊那郡駒場で死
ぬ

足利幕府滅亡する

9

6

武田勝頼正安寺を小山日昌辰の位牌所と
し同寺領を安堵する

依田信守信書父子遠州二俣城を守り、信
守城中に病死する

12

2

依田信書二俣城を家康に渡 し、高天神城

を守る

織□信長安土城に移る

1577 天正 5 10 小諸城主式日信豊浅科八幡社を道立する

1578

1579

天正6

天正7

2

10

°

6

3

3

3

武□勝頼平井之郷　 菖沢之郷　 下県之郷
県沢之郷等信濃謡郷に諏訪造宮勤仕を

命ずる

武畠勝頼が依田信書に駿河藤枝鬼岩寺分
堤の普請を命じる

1580 天正8 この年武口勝頬が依田信書に駿河田中城
を守らせる

158 1

1582

天正9

天正10

武田勝頼が上野箕輪城将内藤昌月に命 じ
竜雲寺門前番匠を同寺万丈道立のため帰
国させる

武田勝頼父子甲州田野で自殺 し、武田家

滅亡する

依田信書駿河田中城を徳川家康に渡 し、
14 日春 日城に帰る

下曽根堂雲軒小謡城主武田信豊を殺す

3

3

6

依田信書が徳川家康の勧めにより、遠江
二俣に隠れる

織自信長上野と佐久 e小県二郡を滝川－
益に与え関東の鎮とする

2 日本能寺の変

6

6

19 日滝川一益北条氏と上野に戦い敗れ
て佐久郡に退く

依田信書遠州二俣より佐久郡に帰る （20

日頃）

6

7

滝川一益小謡を発って本領伊勢長山烏に落
ちる （23 日）

徳川家康が平尾平三 に所領 をあてがう

（11 日）

西暦 年号 月 事　　　　　 蹟

1583

1586

天正11

天正14

7

7

7

7

9

9

10

11

11

北条氏直依田信書を／」＼諸城に攻め信書三
沢小屋に退く。徳川家康柴口康忠をやっ
て信書を援ける （12 日）

北条民政海尻の井出善四郎に甲斐在陣の
徳川家康の軍状を探 らせる

依田肥前守信守が伴野を攻め、徳川家康

その戦功を賞する （15 日）

徳川家康が依田信書に諏訪、佐久両郡を
あてがう （26 日）

依田信書北条氏直の兵と戦いその菖帳を
家康に送る （8 日）

徳川家康が依8 信書等に命じ真田昌幸を

説いて家康に属させる

徳川家康と北条氏直が講和し、上州沼田
を北条に佐久郡と甲斐都留郡を徳川領に
換え、家康の女を氏直に嫁す （29 日）

柴田康忠依田信書が前山城を奴落す （4
日）

依8 信書真吾昌幸と岩村田城を政めとる

11 依田信書高棚城、小田井城を落す

11

2

2

3

12

大井民部之呂力、中山口六左衛門、平尾平
蔵、平原善更、森山豊後、志賀与左 衛
門、柏木六郎、望月印月斉等依田信書に
降る

依臼 （阿江本）能登守臼□城を退去 して
関東へ浪人につき、家康が依臼信書に命

じ阿江本の守兵を減 じる

依 田信 書岩尾 城を攻 め戦死 す る （22
日）城主岩尾行吉城を開いて上州に去る

徳川家康松平康国に父信書の遺跡を嗣が

せる

佐久郡郷村貫高帳 「信州佐久郡之内貫之
御帳」ができる

1587

1590

1590

天正15

天正 18

天正 18

2 松平康国貞祥寺の寺領を安堵する

11

11

7

10

3

4

5

7

松平康国が日日監物の子甚蔵に小宮山等
の地をあてがう

大久保忠隣の女が松平康国に嫁すため三
河を発す （28 日）

松平康国が丸山内匠助に佐久郡中の番匠

の取締 りをさせる

松平康国が日日藤吉に佐久郡平井等の地
をあてがう

松平康国依田 （阿江本）能登守、伴野刑
部を柏木谷の白岩城に攻めてこれを破る

松平康国上州西牧城 を落す　 26 日康 国
上州惣社に於て刺殺さる

徳川家康松平康真に兄康国の跡を嗣がせ

る

松平康真上州藤岡に転封される

9

°

9

e

°

2

仙石越前守秀久佐久郡を領す （5 万石）

1596 慶長元 この頃下平村、小宮山村より独立と伝え
る

1600 5 関ケ原合戦

1602

1603

7

8

中仙道宿駅制度

今岡村開発人新左衛門、熊久保畑掛 り惣
兵衛、長百姓相談の上熊久保を分郷と し
て一村一和をきめる

江戸幕府開く

－60－





調査概要

検出遺構

竪穴状遺構　　5棟

土　　　坑　14基

集　　　石　　8

溝状遺構　　3乗

出土遺物

弥生式土器

土師器・須恵器片

かわらけ

陶磁器片

鉄製品（刀子・釘）

石製品（石臼・多宝塔・五輪塔）

羽□

古銭

－竪穴状遺構

－土　　　坑

－集　　　石

ロー溝　跡

－地　　　山

菅田遺跡∨遺構配置図（1：200）

－63－



遺

今回、菅田遺跡Vの調査によって、竪穴状

遺構5棟、土坑14基、溝跡3乗が確認され

た。竪穴状遺構は竪穴建物址・竪穴遺構とも

称し、中世期の遺跡から検出される代表的な

遺構の一つである。形態は万形、長方形が中

心で、その規模は1辺2m前後から時には10

mを超す大型のものも確認されている。遺構誓

内部には柱穴を持ち建物址と考えられるもの

も多いが、中には使用目的が不明なものもあ

る。しかし、基本的には建物址とされ、その

目的は従属的人々の住居・兵事の簡易住居・

季節的な住居・貯蔵庫・作業場・集会所など

と考えられている。本遺跡からは5棟の竪穴

状遺構が検出され、形態は方形・長万形を基

本とし深さは0．28m～0．84mを測り、壁面はや

や外形気味に立ち上がる。遺物は、Talから 菅田遺跡∨全票

かわらげ、香炉が出土した。

土坑は14基が検出され、形態は円形・方形・楕円形がある。D5・8・91こは集石が認められ

た。遺物はDl・2・3・4・5・6・9・11・12・13からかわらげ、D5から蓋・磁器が出土

した。

集石は土坑の一部とも考えられるが、今回は堀リ込みが確認できなかったことから集石として

取り扱う。S2の集石直下から火鉢、S4・5付近からかわらけが出土している。

溝状遺構は南北方向に走る3条が認められた。Mlは3集の内中央に位置し、その間隔はM2

が0．8～1．2m、M3は0．2～0．5mと近接している。幅は検出面で0．96～1．1m、底で0．32～0．65mを測

り、深さは調査区北端で0．72m、南端で0．3mを測る。遺物は下層の底付近から弥生式土器、中層

から上層にかけてかわらけ・陶器・磁器・五輪塔が出土している。M2はMlの乗に位置し、3

集中最大で、幅は検出面上で1．5～2．0m、底で0．35～1．4m、深さは北端で0朗m、南端で0．5mを測

る。遺物は下層の底付近の砂礫層内から数多くの弥生式土器が出土し、中層から上層にかけて多

量のかわらけ、石臼などの遺物が出土した。M3は、Mlの西、調査区西端に位置し、東壁付近

の一部が調査可能であった。部分的調査のため規模の計測は不可能であった。
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第1節　竪穴状遺構

A　　716200m A，

‾豪

己
O
O
N
．
巴
卜

衷

　

凶

　

樹

　

霜

喝

匡

臣

民

鮭

感

A　716．200m A’

完

竪穴〕犬遺構実測園

－65－

1．10YR2／3　黒褐色土層

ローム粒・ブロック含む。

闇
順
服
用
ほ
ほ

1．10YR2！3　黒褐色土層

炭化物・砂含む。

2．10YR3／2　黒褐色土層

炭化物・砂含む。

粘性ややあり。

3．10YR3／3　暗褐色土層

炭化物・砂・赤色粒

含む。粘性ややあり。

粒子粕い。

4．10YR3／2　黒褐色土層

炭化物・砂・赤色粒

含む。粘性ややあり。

粒子細かい

5．10YR3／2　黒褐色土層

炭化物・砂・赤色粒

含む。

6．10YR3！3　暗褐色土層

炭化物・砂含む。

7．10YR3／4　暗褐色土層

砂多く含む。締まりなし。



第2節　豊坑

団罠
1．10YR3！4　暗褐色土層 ローム主体，軽石・黒色土・砂含む。

2．10YR3／4　暗褐色土層　ローム主体、軽石・砂・黒色土やや多く含む。

3．10YR4／3　鈍い黄褐色土層　ローム主体、軽石・砂含む。

4．10YR4！4　褐色土層　ローム主体、軽石・砂含む。

⑧罠芋 A A，

十　二三

1．10YR2／3　黒褐色土層　ロームブロック含む。

2．10YR2／3　黒褐色土層　ロームブロック・炭化物含む。

3．10YR3／3　暗褐色土層　ロームブロック・黒色土・炭化物含む。

4．10YR3／2　黒褐色土層　ロームブロック・黒褐色土・炭化物含む。

5．10YR3！4　暗褐色土層　ローム多量・軽石・砂含む。

6．10YR4／3　鈍い黄褐色土層　ローム多量・軽石・砂含む。

7．10YR4／4　褐色土層　ローム多量・軽石・砂含む。

8．10YR3／3　暗褐色土層　ローム多量・軽石・砂含む。

瘍716・000m　　議瘍716・0伽
1．10YR2／3　黒褐色土層

ローム粒含むしまりあり。

：二Il‾
打

盟

轍

岡

Vナゝ

1．10YR2／3　黒褐色土層

ローム粒含む。

D8　D9

A，　④受

716200m A’

三彦 A　　　716．200m A’

威

1．10YR2／3　黒褐色土層　炭化物多く・焼土・砂含む。

二二

110YR2／3　黒褐色土層　砂・炭化物含む。粘性ややあり。

土坑実測図（1）
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土坑実測図（2）

㊨

集石実測図
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闇
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⊂：主＝♂　⊂コ＝♂
D＝∵1　　　D11－2

1．10YR3／4　暗褐色土層　炭化物多く、

砂含む。

2．10YR2／3　黒褐色土層　炭化物・砂

含む。

第3節　集石
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第4節　溝状遺構

溝状遺構実測図

－68－

1．10YR3／2　黒褐色土層　黒色フロック・砂含む。

2．10YR2／1黒色土層　暗褐色土・砂含む。

3．10YRj／4　暗褐色土層・砂含む。

4．10YR2／3　黒褐色土層　黒色土・砂含む

5．10YR2ノ1黒色土層　暗褐色土多く、砂含む。

6．10YRj／〕暗褐色土層　炭化物・砂・赤色粒含む。

7．10YR3／1黒褐色土層　炭化物・砂・赤色粒含む。

8．10YR4／3　鈍い黄褐色土層　砂主体リ暗褐色土含む。

9．10YRj／3　暗褐色土層　砂・小石含む。

10．10YR5／3　鈍い黄褐色土層　砂層。

地　山



ヽ主

題＿邑

本遺跡は現在龍雲寺敷地内となってあり、また、遺跡の東に位置する湯川左岸の台地縁辺部に

は中世遺跡である大井城（北から石並城◎王城◎黒岩城を含め大井城と称す）が所在する。こう

した周辺の状況も関係するためか、本遺跡からは中世及びそれ以降に使用されたと思われるかわ

ら廿と称する土師質の小型皿が溝状遺構から多量に出土した。佐久市ではこれほどのかわらけが

遺構内から集中して出土した例は少ない。このほか中世以降の遺物は、香炉、火鉢、蓋、陶器、

磁器、土鍋、石臼、石鳴き臼、五輪塔、羽ロ、鉄製品（釘e刀子）、古銭が出土しているが数は

少ない。原始◎古代の遺物は、溝状遺構の底付近から弥生式土器片が出土した他、僅かな土師

器◎須恵器が認められた。

原始・古代の遺物

原始◎苗代の遺物は、弥生式土器及び僅かだが土師器e須恵器が認められた。遺物はM2から

の出土が大半を占め、弥生式土器は底面付近の砂礫層内から出土し、壷◎蛮◎高杯が存在する。

表面には櫛描文、赤色塗彩などが施される。弥生時代後期の特徴を有する。土師器◎須恵器は中

間◎上層の暗褐色士層中から僅かに出土した。流れ込みの可能性が高い。

中世の遺物

中世及びそれ以後と考えられる遺物はかわらげ、香炉、火鉢、陶磁器、石臼、石鵜き臼、五輪

塔、多宝塔、鉄製品、古銭が出土した。特にかわら廿はM2（中層～上層）から多量に出土している。

かわら廿は素焼きの小型皿で、食器◎灯明皿または祭祀に使用されたと考えられ、本遺跡で

は、竪穴状遺構（Ta）、士坑（D）、溝跡（M）から出土した。図示したのは104点であるが、他

に園示し得ない破片も多数出土している。すべて輯櫨成形され、底部は平底の回転糸切り痕を残

すものであり、本遺跡の南東300m付近にあいて昭和59年度に調査された大井城跡及び、昭和63

年◎平成元年に小口井工場団地造成事業に伴い行われた金井城跡などの調査によって出土したも

のと形態◎法量など非常に酷似している。また中には色調が灰白色で、器厚は薄く、粒子の細か

い表面がなめらかなものも含まれ、これも僅かだが他の中世遺跡に認めることができる。これ

は、当時一般に使用されていた赤かわらけに対し、高価であったとされる白かわら廿である可能

性が考えられる。

器形は赤褐色のかわらけが底部からやや内遊気味に立ち上がり、休部途中で明瞭な稜を持ち外

反するもの（A）と、底部からやや丸みをあび立ち上がり、体部中央付近にあいて僅かに外反し

□縁に至るもの（B）、底部からほぼ直線的にロ綾部に至るもの（ロ緩間近でやや外反するものも

含む）（C）、底部からやや内湾気味に立ち上がり、そのまま0線に至るもの（D）の4種に大別
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できる。（一部例外あり）法量は口径7。3cm～8．9cm、器高2。3cm内外の小型品、口径9．0cm～11．9cm、

器高2．5cm内外の中型品、口径12。Ocmを越え、器高2。7cm内外の大型品に大別できる。灰白色のか

わら廿は底部から開き気味に立ち上がり□緩端部付近にあいて大きく外反するもの（E）と、底

部からわずか高台状に立ち上た後やや開き気味に□綾部に至るもの（F）、小型で底部から内椀

気味に立ち上がるもの（G）の3種が存在し、法量は口径7．56cm～13。8cm、器高5。5cm～7．7cm、底

径2．6cm′）3．3cmを測り、比較的口径の大きいものが目立つ。　（P72－表参照）

香炉はTalから1点出土し、底部に半球形の独立脚が3本つく。香炉で脚のつくものは金井

城に類例が認められるが、本遺跡出土の香炉は、金井城が口径13cm内外に対し、口径約18cmと大

型である。

火鉢は集石2の礫直下から押しつぶされた状態で出土し、口径約39cm、器高16cm（脚高3．5

cm）、底径26cmを測り、底部に円柱状の脚が3本つくものと、M2から出土した口績部付近の破

片で〇線外面に雷紋状の文様がめくらされる2種が出土した。

蓋はM2の中間層から出土している。形態は下部中央に宝珠状の突起を持つ。骨壷などの蓋の

可能性が考えられる。

陶器・磁器は中世・近世が認められる。中世では常滑の碧・瀬戸の椀・青磁・産地不明品、近

世は瀬戸が中心で鉢◎椀◎壷が出土し、他に青磁◎産地不明品が認められる。

石臼は多孔質安山岩製の小破片が1点、M2から出土した。放射状の分画が認められるが、画

数は不明である。また、僅かに上線と思われる段が認められることから上臼と考えられる。

石鳴き臼は多□質安山岩製でD8の集石に転用されていた。形態は鳴き部が深く、底部に窪み

を持つため底の厚みは薄い。本製品は底部が突き抜けた状態であることから、使用に耐えられな

くなり、破壊し廃棄したものと考えられる。

五輪塔はMlから多孔質安山岩製の最上部空風輪が出土した。

多宝塔は検出時に安山岩製の最上部1点が出土した。

羽口はM2か52点出土した。破損品である。1つは先端部の一部で、送風の際付着したもの

か鉱澤の付着が認められる。もう一点も先端部だが、最先端は僅かに欠損している。付近に製鉄

関連遺構の存在が伺われる。

鉄製品は角釘◎刀子片が出土した。

古銭は検出時に「元豊通宝」、Mlから「聖宋元宝」、M2から「皇宋通宝」の3枚が出土した。すべ

て北宋銭で平安後期、日本国内に多量に流入し中世期の国内にて多数認められた貨幣である。

以上が、菅口遺跡∨出土遺物であるが、弥生時代の遺物が溝底面から多数出土した以外は、大

半が中世あるいはそれ以降と思われる遺物であった。特にかわら研ま溝を中心に竪穴状遺構、土

坑から出土している。ここで、資料の豊富なかわらけの年代について考えてみたい。菅田遺跡に
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あいては、この年代を引き出す対比資料が乏しいことか5、本遺跡出土のかわらlナと非常に酷似

し、位置的にも近接した大井城跡を参考にしたい。佐久市教育委員会発行の報告書大井城跡（黒

岩城跡）では大井城跡のかわらけは、同遺跡出土の国産陶器の年代に注目し、16世紀の製品が最

も多く出土していることから16世紀代と推定している。さらにかわらけの編年が整備されている

鎌倉を例に取り、類似するものが15世紀後半から16世紀に出現することを付け加え、「漠然とで

はあるが、大井城跡出土の土師箕土器小皿の年代が16世紀代であることが分かってきた。」と結

論付けている。これらの状況から、大井城跡と非常に近い位置にあり、形態等の特徴が酷似する

菅田遺跡出土のかわらl丁も16世紀代と考えるのが妥当と思われる。

このように周辺から出土したかわらけの年代を考え合わせると、菅8遺跡∨のかわらlナの年代

は16世紀代に落ち着くが、資料に乏しいこの時代の遺物については、必ずしも正確な年代と確定

できない。今後のさらなる資料の蓄積・編年の整備が必要と思われ、再度遺物の検討を行う必要

もあろう。

監表昆Ill翼
M
2
号
溝
状
遺
構
出
土
か
わ
ら
け

これらの出土遺物から遺跡の性格を考えると、溝状遺構に関しては下層から弥生式土器、中・

上層からかわらけが多数認められることにより、この地には原始古代から南北万向にのびる溝的

なものが存在し、中世のある時期まで痕跡をとどめていたとあもわれる。その後、かわらけが投

げ込まれ、いつしか埋め戻され竪穴状遺構、土坑といった新たな土地利用が行われたのではない

だろうか。遺跡付近に所在する龍雲寺が、創建時の端下平という地積から明応三年（1494）に現

在地に移転してきた時期が、十五世紀末と本遺跡から多量に出土したかわらけの使用されていた

と思われる十六世紀代の直前ということは非常に興味＜、本遺跡と何か深い関係がありそうだ。

今後は、誼雲寺・大井城など遺跡周辺の歴史的背景をふまえて遺跡の性格を考察してゆ＜必要が

あると考える。

－71－



丼 甘 ．ヽ＿　　」

匿 I
甫

洋舞
腰 腰 腔

呂ロ 呂0 呂口 〉【EH

⊂） （コ 〔コ

i

ll

＞

一 CD C D 碧
一 l I
！

一一」
一 卜○ 椋　 野

⊂〕 ⊂）
甘　 哲

4　 窃
・．＿＿ム
．．．．．＿1

一
＿＿．Jl

品　 U 7
I

P

U⊃

l

P ）

（．Jl

覇　 者

勇二 ・諸

藩　 訝

∈

卜J

ミ

卜J

仲　 嘉

芯　 担汀

l
卜〇
二q
u
（〇

．iゝ一

I
P

ニト
（．Jl

p

軋 戊　 昇

辛　 口

河　 にト

叫　 し升

ひ　 トT

（J l
ニぺ □：

⊂⊃ p

p

．．．．・．．．1卜J

物
し＝
／

亭

く

卜J
l

団　 望

洩 l

芯　 ロ

＿一

〔刀

ロにト
（＿刀 ＿＿＿ユ　　　　　ーU⊃　 i て：；コ
．＿－．ふ 卜J　 卜J I

（Jl
卜J

琶 g

b l
一　　　 一
は　 望

卜J　　 卜J
C ）　 ‘

合し
卜〇
一一　 （の

（＿n
I

泊　 曽

亘　 窃

鞘　 ひ

円　 膏

8　 7

箪　 一

撃　 守

秘　 ∵

ふ　 】
卜J　 C人）

＿＿ユ
寸

U

l
卜〇

三

討　 膏

＝　 き卜

バ　 計

画　 相

窃　 訪

日　 q
奉　 告 卜J

i
辛　 にト

舎　 b 一
お 畠

念　 書

I

N

＿一P

一
一

叫 「T

ひ　 亡友

＼ニ ッ
ノ

卜J
P 一

・・」
事

∈
卜J

ミ　 ロ
卜〇　　七ゝ

≡
卜J

（つ

荊
i I　 l l
Cn Cカ　　 トJ 卜J 遥　 輌

訂　 彗

d i等

P ⊂⊃　 ’ N

（．刀
ニト

♪h
U
p

一Jゝ

（Jl
（Jl

∽　 ロ
C n　　 q⊃
姦 1

1　 〔コ

餌　 二
丁　 よ

卜J

寸　 竺

U　 C O

1 1

一

膏　 伊

膏　 画

筆　 輌

河　 匝 l

叫　 茹

帥　 霞

♂　 口

0　 ロ

♂　 苅

田か　 哲

巳十　 円

）　 博

帥　　（

［］

（コ C フ C ）

＿＿⊥（人） ＿＿＿l
l

0

i
卜J

寸

U

＿＿＿1

1

n ）

鋸　 輌

鋸　 曹

□　 窃

荊　 び

l
＿一
l

口　 膏

（．刀 ．一 博　 せ

CD
Cの

ひ　 こ罫

・キト
∈

卜J

今
l

；宅1
担汀

l一 一 畢
CJl

♪h
（．刀

≡

卜J

「J
出

＿iゝ 】 し升

CD 声

．．．．・．・・．ムC D

卜T

亡去

＼ニ
ノ

「事

丼
腔

甘
腰

．ヽ　　」
虐

囲
南
井姥

呂口 呂ロ 呂D 〉【ⅡH

（コ卜Jl一
（コ一一l一⊂）
∈卜JlCn（JlCDpCD・・」

∵

ma ■口　哲バ　窃＞ト　ぴ叩　頭＜　碑辛　担汀河　昇叫　再び　出
（　し汁河　五m　視紗　亡）　口荊罫哲

〔⊃
CdI
．．．．一
三
卜Jl
CnJゝ l

「「
増
せ　輌
弐　浩
叩　窃
担汀　伊
昇　古
口　叫
□　窃
荊　訓
営　口ト
ロ　葉
糊　口
小　出
（　 U十翔　ト
m　硯
膵　∪
）　柑

藤

寸
U
l
。X〕

魁

の
硯
び　掛呂
（　讃汚　樋
田 l与
脚　腰
）　 4

輌
曽
窃
（♪
訝
戴
担汀
累
日
出
し汁
ト

ロ
一
－
一
口
甫

～
∞
．
∽
C
ヨ

甘
腰
部
　
口
前
∽
．
〇
C
∃
～
一
一
．
∽
C
∃

》
腰
和
】
　
〔
リ
蘭
一
N
．
〇
C
∃
茫
ト

72



第1節　土　器・かわらけ・陶磁器
竪穴状遺構
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遺構名 ・N o． 器種 ・器 形 口径 c m 底径 c m 器高 c m 調　　　　　　　　　　　　 整 残存率％ 焼　 成 色　　 調 備　　 考

T a 1 － 1
かわらけ

小型皿
（8．0） （6．2） 2．0

内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り 40 良好 7．5 Y R 6 ／ 4

鈍い橙色

T a 1 － 2
かわらけ

小型皿
（10 ．0 ） （7．0） 2．5

内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
10 良好

10 R 4 ／ 3

褐色

T a 1 － 3
土師質土器

香炉
18．0 12 ．7 9．1 底部独立脚張 り付け （3 脚） 70 良好

10 Y R 6 ／ 3

鈍 い黄橙色

T a 1 － 4
陶器

蓋 － － － 破片 良好
7．5 ウ R 6 ／ 3

鈍 い褐色
近世

T a 1 － 5
瀬戸

鉢 － － － 休部破片 良好
10 Y R 4 ／ 4

褐色
近世

T a 1 － 6
瀬戸

椀 － － － 口緑破片 良好
7．5 Y R 4 ／ 4

褐色
近世

竪穴状遺構出土遺物観察表

遺 構 名 ・N o． 器 種 ・器 形 口 径 c m 底 径 cm 器 高 c m 調　　　　　　　　　　　　 整 残 存率 ％ 焼　 成 色　　 調 備　　 考

D 1 － 1
か わ ら け

小 型 皿
（8．3 ） 5 ．8 1．9

内 外 面　 ロク ロ ヨ コナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り 50 良 好
7．5 Y R 6 ／ 6

橙 色

D 2 － 1
かわ ら け

小 型 皿
（12．3 ） （7 ．7） 2．6

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り
15 良好

10 Y R 8 ／ 2

灰 白色

D 3 － 1
か わ ら け

小 型 皿
（9 ．7） （5．6 ） 2．4

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナデ

底 部　 回 転 糸 切 り
3 0 良好

D 4 － 1
か わ らけ

小 型 皿 － 5．3 －
内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナデ

底 部　 回 転糸 切 り
3 0 良 好

2．5 Y R 6 ／ 6

橙 色

D 4 － 2
か わ らけ

小 型 皿
（1 1．0） （7．8 ） 2 ．8

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナデ

底 部　 回転 糸 切 り
3 5 良 好

5 Y R 6 ／ 4

鈍 い橙 色

D 4 － 3
か わ らけ

小 型 皿
（1 1．1） 7．6 2 ．6

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コナ デ

底 部　 回転 糸 切 り 50 良 好
7．5 Y R 6 ／ 3

鈍 い 褐 色

D 5 － 1
か わ ら け

小 型 皿 － 8 ．4 －

内外 面　 ロ ク ロ ヨ コナ デ

底 部　 回転 糸 切 り 70 良 好
7 ．5 Y R 7 ／ 4

鈍 い 橙 色

D 5 － 2
か わ ら け

小 型 皿
12 ．5 7 ．8 2．5

内 外 南　 口ク ロ ヨ コナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り 80 良 好
7 ．5 Y R 8 ／ 4

浅 黄 橙 色
黒 色 部 多

D 5 － 3
土 師 質 土 器

養皿

8．0 － 3．9
底 部 周 辺　 へ ラ 削 り

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コナ デ
80 良 好

7 ．5 Y R 2 ／ 1

黒 色

D 5 － 4
青 磁

瓶 子 － － － 休 部 破 片 良好
5 G 7 ／ 1

明緑 灰 色
中 世

D 6 － 1
か わ ら け

小 型 皿
10 ．3 7．1 2 ．7

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナデ

底 部　 回 転 糸 切 り
9 9 良 好

5 Y R 7 ／ 8

橙 色

D 6 － 2
か わ らけ

小 型 皿
7 ．6 5．8 1．8

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナデ

底 部　 回 転糸 切 り
8 5 良 好

10 Y R 8 ／ 3

浅 黄 橙 色

D 7 － 1
土 師質

土 鍋 － （2 5．6 ） －
底 部 付 近

破 片
良

7．5 Y R 2 ／ 1

黒 色

D 8 － 1
陶 器

不 明 － － － 休 部 破 片 良
7 ．5 Y R 3 ／ 1

黒 褐 色
・ 近 世

D 9 － 1
か わ ら け

小 型 皿
（9．8 ） （7 ．4） 2．6

内外 面　 ロ ク ロ ヨ コナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り 15 良 好
7 ．5 Y R 6 ／ 6

橙 色

D 9 － 2
陶器

士竺芝 － － － 底 部 破 片 良 好
5 Y R 3 ／ 6

暗 赤 褐 色
近 世

D 1 1－ 1
かわ ら け

小 型 皿
（8 ．6 ） 6．2 2．0

内 外 面　 ロ ク ロ ヨコ ナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り
70 良好

7 ．5 Y R 7 ／ 6

橙 色

D 1 1－ 2
か わ ら け

小 型 皿
（8 ．0 ） 5．7 2 ．0

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り
8 0 良 好

5 Y R 7 ／ 6

橙 色

D 11 － 3
か わ ら け

小 型 皿
（8 ．8） （6．4 ） 2 ．1

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナデ

底 部　 回 転 糸切 り
4 5 良 好

5 Y R 7 ／ 6

橙 色

D 11 － 4
か わ らけ

小 型 皿
（8 ．6） （6．4 ） 2 ．0

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナデ

底 部　 回 転糸 切 り 30 良 好
7．5 Y R 7 ／ 4

鈍 い橙 色

D 11 － 5
か わ らけ

小 型 皿
（8 ．9 ） （6 ．6 ） 2 ．6

内外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナデ

底 部　 回転 糸 切 り 20 良 好
7 ．5 Y R 7 ／ 4

鈍 い 橙 色

D 11 － 6
か わ ら け

小 型 皿
8．5 6 ．3 2．5

内外 面　 ロ ク ロ ヨ コナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り 70 良 好
7 ．5 Y R 7 ／ 4

鈍 い 橙 色

D 1 1 － 7
か わ ら け

小 型 皿
10 ．3 7 ．5 2．5

内 外 面　 ロ クロ ヨ コナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り
80 良 好

7 ．5 Y R 7 ／ 6

橙 色

D 1 1－ 8
か わ ら け

小 型 皿
11．1 7 ．4 2．6

内 外 面　 ロク ロ ヨコ ナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り
8 0 良好

5 Y R 7 ／ 6

橙 色

D 1 1－ 9
かわ ら け

小 型 皿
（11．2 ） 8．0 2 ．9

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り
7 0 良好

7．5 Y R 8 ／ 3

浅 黄 橙 色

D 1 1－ 10
か わ ら け

小 型 皿
（12．6 ） （5．4 ） 2 ．9

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナデ

底 部　 回 転 糸 切 り
10 良 好

10 Y R 7 ／ 1

灰 白 色

土坑出土遺物観察表（1）
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遺構名 ・N o ． 器 種 ・器形 口径 cm 底径 c m 器高 cm 調　　　　　　　　　　　　 整 残存率％ 焼　 成 色　　 調 備　　 考

D 12 － 1
かわ らけ

小型皿
9．0 6．3 2 ．0

内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転 糸切り
8 0 良好

7．5 Y R 7 ／ 3

鈍 い橙色

D 12 － 2
かわ らけ

小型皿
（10 ．0 ） （6．2） 2．5

内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転 糸切 り
3 0 良好

7．5 Y R 6 ／ 6

橙色

D 13 － 1
かわ らけ

小型皿
（10 ．2 ） （7．0） 2．6

内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転 糸切 り
10 良好

7．5 Y R 5 ／ 3

鈍い橙色

D 13 － 2
かわ らけ

小型皿
（10 ．4） （6．6） 2．8

内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
15 良好

7．5 Y R 6 ／ 6

鈍い橙色

士坑出土遺物観察表（2）

遺 構 名 ・N o． 器 桂 ・器 形 口 径 c m 底 径 c m 器 高 c m 調　　　　　　　　　　　　 整 残 存 率 ％ 焼　 成 色　　 調 備　　 考

S 2 － 1
土 師 質 土 器

火 鉢
4 0 ．0 16．8 27 ．4 脚 張 り付 け 45 良 好

10 Y R 1．7 ／ 1

黒 色

S 4 － 1
か わ ら け

小 型 皿
8．5 5 ．8 1．8

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り
90 良 好

5 Y R 7 ／ 4

鈍 い 橙 色

S 4 － 2
瀬 戸

－ － －

内 外 面　 ロ クロ ヨ コナ デ 底 部 付 近
良好

2．5 Y 3 ／ 1

鉄 粕 小壷 底 部　 回 転 糸 切 り 破 片 黒 褐 色

S 5 － 1
か わ ら け

小 型 皿
8 ．4 6 ．0 1．7

内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り
良好

5 Y R 7 ／ 4

鈍 い橙 色

S 5 － 2
かわ ら け

小 型 皿 － （6 ，8） －
内 外 面　 ロ ク ロ ヨコ ナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り
底 部 破 片 良好

5 Y R 6 ／ 6

橙 色

集石出土遺物観察表

N o． 器　　 種 器　 形 口径 cm 底径 c m 器高 cm 調　　　　　　　　　　　　 整 残存率％ 焼　 成 色　　 調 備　　 考

1 かわらけ 小型皿 8．0 8 ．3 2 ．9
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切り
10 0 良

7．5 Y R 8 ／ 6

浅黄橙色

2 陶器 不明 － － － 鍔張り付け 休部破片 良
5 Y R 6 ／ 3

鈍 い橙色
中世

3 磁器 （8．6） （2．6） 4．1 2 0 良好 白色

4 陶器 士ヨ∑ － － － 口緑破片 良好
5 Y R 3 ／ 6

暗赤褐色
近世

5 瓦質 土器 手焙 － － － 内面　 へラナデ 休部破片 良好
7．5 Y R 2 ／ 1

黒色
中世

6 弥生式土器 － － －
内外面　 ミガキ

口緑の

一部
良

5 Y R 4 ／ 4

鈍 い赤褐色

内外面

赤色塗彩

7 弥生式土器 － － － 外面　 櫛描波状文 口緑破片 良
5 Y R 4 ／ 4

鈍 い赤褐色

8 弥生式土器 － － － 外面　 櫛描き文 体部破片 良
7．5 Y R 6 ／ 4

鈍い橙色

9 弥生式土器 － － － 外面　 櫛描き文 口緑破片 良
7．5 Y R 7 ／ 6

橙色

10 弥生式土器 － － － 外面　 櫛描き文 口緑破片 良
7．5 Y R 6 ／ 4

鈍い橙色

1 1 弥生式土器 － － －
外面　 へラ描き文 口緑破片 良

7．5 Y R 6 ／ 6

橙色

12 弥生式土器 － － － 外面　 櫛描き文 頸部破片 良
10 R 5 ／ 6

赤色

外面

赤色塗彩

13 弥生 式土器 － － －

外面　 簾状文　 櫛描波状文

内面　 ミガキ
頚部破片 良

5 Y R 5 ／ 4

鈍い赤褐色

14 弥生式土器 － － －
外面　 櫛描波状文

内面　 ミガキ
体部破片 良

5 Y R 5 ／ 4

鈍い赤褐色

M1号溝状遺構出土遺物観察表

N o． 器　　 種 器　 形 口径 cm 底径 c m 器高 cm 調　　　　　　　　　　　　 整 残存率％ 焼　 成 色　　 調 備　　 考

1 かわらけ 小型皿 （7．7） （6．2） 1．8
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切り
25 良好

7．5 Y R 4 ／ 4

褐色

2 かわらけ 小型皿 （7．4） （5．3） 1．9
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
2 5 良好

5 Y R 4 ／ 6

赤褐色

3 かわらけ 小型皿 8．0 5．6 1．9
内外面　 ロクロヨコナデ

底 部　 回転糸切 り
5 5 良好

5 Y R 6 ／ 6

橙色

4 かわらけ 小型皿 （7．2） （5．4） 1．8
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
4 0 良好

5 Y R 7 ／ 6

橙色

5 かわ らけ 小型皿 7．9 6．0
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
9 0 良好

5 Y R 7 ／ 4

鈍 い橙色

6 かわ らけ 小型皿 8．0 6．0 1．9
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
90 良好

5 Y R 7 ／ 4

鈍 い橙色

M2号溝状遺構出土遺物観察表（1）
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N o ． 器　　 種 器　 形 口径 c m 底径 cm 器高 c m 調　　　　　　　　　　　　 整 残 存率％ 焼　 成 色　　 調 備　　 考

7 かわ らけ 小型皿 8．0 6 ．2 2．1
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
80 良好

7．5 Y R 7 ／ 3

浅黄橙色

8 かわ らけ 小型皿 （7．6） （5．9） 1．8
内外面　 ロク ロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
30 良好

5 Y R 6 ／ 4

鈍い橙色

9 かわ らけ 小型皿 （8．1） 6．2 2 ．3
内外面　 ロクロ ヨコナデ

底部　 回転糸切 り 5 0 良好
7．5 Y R 7 ／ 6

橙色

10 かわ らけ 小型皿 （8．0） （6．0） 2．1
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
2 5 良好

5 Y R 6 ／ 4

鈍い橙 色

1 1 かわらけ 小型皿 （8．0） （6．4） 1．7
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切リ 2 5 良好
7．5 Y R 6 ／ 6

橙色

12 かわらけ 小型皿 8．1 6．2 1．7
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 リ
9 5 良好

10 Y R 8 ／ 3

浅黄橙色

13 かわらけ 小型皿 （8．0） （5．8） 1．9
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り 40 良好
7．5 Y R 7 ／ 3

鈍 い橙色

14 かわ らけ 小型皿 （8．6） （6．6） 2．0
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
30 良好

7．5 Y R 6 ／ 4

鈍い橙色

15 かわ らけ 小型皿 （8．6） （6．3） 2．2
内外画　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
30 良好

5 Y R 6 ／ 8

橙色

16 かわ らけ 小型皿 8．4 6．3 1．8
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
5 0 良好

5 Y R 6 ／ 8

橙色

17 かわ らけ 小型皿 （8．4） （6．4） 1．8
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切り
2 0 良好

5 Y R 5 ／ 8

明赤褐色

18 かわらけ 小型 皿 （8．4） （6．6） 2．2
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切り 3 0 良好
7．5 Y R 6 ／ 6

橙色

19 かわらけ 小型皿 （7．3） （5．8） 1．8
内外 面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
30 良好

7．5 Y R 7 ／ 6

橙色

20 かわらけ 小型皿 8．4 5 ．7 2．1
内外面　 ロクロヨコナテ

底部　 回転糸切 り 80 良好
7．5 Y R 6 ／ 6

橙色

2 1 かわ らけ 小型皿 （8．4） （6．0） 1．9
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
35 良好

5 Y R 6 ／ 8

橙色

22 かわ らけ 小型皿 （9．0） （6．5） 2．2
内外面　 ロク ロヨコナデ

底部　 回転糸切 り 25 良好
5 Y R 7 ／ 3

鈍い橙色

23 かわ らけ 小型皿 （9．5） （7．2） 2．1
内外面　 ロクロ ヨコナデ

底部　 回転糸切 り
30 良好

7．5 Y R 6 ／ 4

鈍い橙色

24 かわ らけ 小型皿 （9．3） 6．8 2 ．5
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
5 0 良好

7．5 Y R 7 ／ 4

鈍 い橙色

2 5 かわらけ 小 型皿 （10 ．5 ） （7．6） 2．5
内外面　 ロクロヨコナデ

底 部　 回転糸切り
2 5 良好

7．5 Y R 6 ／ 6

橙色

2 6 かわらけ 小型皿 （10 ．0） （7．0） 2．3
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸 切り
40 良好

7．5 Y R 6 ／ 6

橙色

2 7 かわ らけ 小型皿 （10 ．0） （7．5） 2．5
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
20 良好

5 Y R 6 ／ 4

鈍 い橙色

28 かわ らけ 小型皿 （10 ．4 ） （6．8） 2．6
内外面　 ロクロ：ヨコナデ

底部　 回転糸切 り
30 良好

7．5 Y R 6 ／ 6

橙色

29 かわ らけ 小型皿 （9．7） （6．0） 2．3
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り 25 良好
7．5 Y R 6 ／ 3

鈍い褐色

30 かわ らけ 小型皿 （10．2 ） （7．2） 2．7
内外面　 ロク ロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
20 良好

5 Y R 6 ／ 4

鈍い橙色

3 1 かわ らけ 小 型皿 （10．0 ） （7．8） 2．8
内外面　 ロクロ ヨコナデ

底部　 回転糸切 り 2 5 良好
5 Y R 5 ／ 6

明赤褐色

3 2 かわらけ 小型皿 （10 ．8 ） （8．0） 2．3
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
4 0 良好

2．5 Y R 4 ／ 6

赤褐色

3 3 かわらけ 小型皿 （10 ．2 ） （7．0） 2．2
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転 糸切り
3 0 良好

7．5 Y R 7 ／ 6

橙色

34 かわらけ 小型皿 （10 ．6） 7．4 2．3
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転 糸切 り
2 5 良好

10 Y R 8 ／ 1

灰白色

35 かわ らけ 小型皿 （10 ．9） （7．9） 2．4
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
20 良好

5 Y R 5 ／ 6

明赤褐色

36 かわ らけ 小型皿 1 1．2 7 ．9 2．3
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り 98 良好
2．5 Y R 7 ／ 4

淡赤橙色

37 かわ らけ 小型皿 10．2 6 ．8 2．2
内外面　 ロ クロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
98 良好

2．5 Y R 4 ／ 6

赤褐色

38 かわらけ 小型皿 （10．3 ） （7．0） 2．3
内外面　 ロクロ ヨコナデ

底部　 回転糸切 り 30 良好
7．5 Y R 6 ／ 6

橙色

3 9 かわらけ 小型皿 9．9 7．0 2 ．2
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
8 5 良好

7．5 Y R 5 ／ 6

明褐色

4 0 かわらけ 小型皿 10 ．2 6．9 2 ．4
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転 糸切り
9 8 良好

7．5 Y R 6 ／ 6

橙 色

M2号溝状遺構出土遺物観察表（2）
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N o． 器　　 種 器　 形 口径 cm 底径 c m 器高 c m 調　　　　　　　　　　　　 整 残存率 ％ 焼　 成 色　　 調 備　　 考

4 1 かわ らけ 小型皿 11．1 7 ．2 2．9
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
99 良好

5 Y R 7 ／ 8

橙色

4 2 かわ らけ 小型皿 （10 ．8 ） （7．4） 2．3
内外面　 ロク ロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
4 0 良好

2．5 Y R 5 ／ 6

明赤褐色

4 3 かわ らけ 小型皿 （1 1．3 ） 8．0 2 ．5
内外面　 ロク ロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
60 良好

5 Y R 5 ／ 4

鈍い赤褐色

44 かわらけ 小型皿 （10 ．9 ） （8．4） 2．4
内外薗　 ロクロ ヨコナデ

底部　 回転糸切 り
3 0 良好

7．5 Y R 5 ／ 4

鈍 い褐色

4 5 かわらけ 小型皿 （1 1．4） （7．5） 2．8
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
2 5 良好

10 Y R 5 ／ 6

黄褐色

46 かわらけ 小型皿 （1 1．8） （8．2） 2．6
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
15 良好

2．5 Y R 4 ／ 6

赤褐色

47 かわらけ 小型皿 （10 ．8） （7．8） 2．3
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切り
15 良好

7．5 Y R 7 ／ 3

鈍 い橙色

48 かわらけ 小型皿 （1 1．4 ） （8．4） 2．8
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切り
15 良好

7．5 Y R 6 ／ 4

橙色

49 かわ らけ 小型皿 （10 ．8 ） 7 ．6 2．9
内外 面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転 糸切 り
4 5 良好

5 Y R 6 ／ 6

橙色

50 かわ らけ 小型皿 （10．4 ） （7．9） 2．7
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転 糸切 り
30 良好

5 Y R 5 ／ 6

橙色

5 1 かわ らけ 小型皿 （12．0 ） （8．8） 2．4
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
20 良好

2．5 Y R 5 ／ 6

明赤褐色

52 かわ らけ 小型皿 11．9 8 ．6 2．7
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
80 良好

7．5 Y R 6 ／ 4

鈍い橙色

5 3 かわ らけ 小型皿 （12．2 ） （7．6） 2．9
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
25 良好

7．5 Y R 3 ／ 4

暗褐色

5 4 かわ らけ 小型皿 （12．0 ） （7．6） 2．5
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
15 良好

10 Y R 6 ／ 2

灰黄褐色

5 5 かわ らけ 小型皿 （14 ．0 ） 9．2 2 ．6
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
50 良好

5 Y R 6 ／ 8

橙色

5 6 かわ らけ 小型皿 （10 ．4 ） （6．5） 2．5
内外面　 ロクロ ヨコナデ

底部　 回転糸切 り
40 良好

2．5 Y R 6 ／ 4

鈍 い橙色

5 7 かわらけ 小型皿 － （7．0） － 底部　 回転糸切 り 底部破片 良好
7．5 Y R 6 ／ 4

鈍 い橙色

58 かわらけ 小型皿 － （8．6） － 底部　 回転糸切 り 底部破片 良好
5 Y R 7 ／ 3

鈍 い橙色

59 かわらけ 小型皿 － （7．2） － 底部　 回転糸切 り 底部破片 良好
5 Y R 7 ／ 4

鈍 い橙色

60 かわらけ 小型皿 － （7．8） － 底部　 回転糸切 り 底部破片 良好
5 Y R 7 ／ 4

鈍 い橙色

6 1 かわらけ 小型皿 － （8．2） －
底部　 回転糸切 り 底部破片 良好

5 Y R 7 ／ 3

鈍 い橙色

62 かわ らけ 小型皿 － 6．4 － 底部　 回転糸切 り 6 0 良好
5 Y R 7 ／ 4

鈍 い橙色

63 かわ らけ 小型皿 － 6．1 － 底部　 回転糸切 り 底部 95 良好
7．5 Y R 7 ／ 4

鈍 い橙色

64 かわ らけ 小型皿 （10．0 ） 6 ．2 2．5
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
3 5 良好

10 Y R 8 ／ 2

灰白色

6 5 かわ らけ 小型皿 （13．8 ） （6．6） 3．3
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
15 良好

7．5 Y R 8 ／ 2

灰 白色

6 6 かわ らけ 小型皿 （13．8 ） （7．3） 2．7
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
50 良好

7．5 Y R 8 ／ 2

灰 白色

6 7 かわ らけ 小型皿 （13．0 ） 7 ．0 2．7
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
50 良好

2．5 Y 8 ／ 2

灰 白色

6 8 弥生 式土器 － － 6．1 －
内外面 ・底部　 ミガキ 底部 1（氾 良好

5 Y R 6 ／ 3

鈍い橙色

6 9 土 師質土器 火鉢 （4 5．6 ） － －

内面　 へラナデ

口緑部 「雷文」文様あ り
口緑破片 良好

7．5 Y R 5 ／ 2

灰褐色

70 常滑 蜜 － － －

外面　 へラ削 り ・叩き痕あ り

内面　 輪積み痕あ り
休部破片 良好

2．5 Y R 5 ／ 4

鈍 い赤褐色

7 1 瀬戸 椀 － － － 口緑破片 良好
2．5 Y 7 ／ 2

灰黄色
中世

72 瀬戸天日 椀 － － － 10 良好
7．5 R 2 ／ 1

赤黒色
近世

73 瀬戸天日 椀 － － － 体部破片 良好
7．5 R 3 ／ 1

暗赤灰色
近世

74 瀬 戸天日 椀 － － － 休部破片 良好
7．5 R 2 ／ 1

赤黒色
近世

M2号溝状遺構出土遺物観察表（3）
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N o ． 器　　 種 器　 形 口径 cm 底径 cm 器高 cm 調　　　　　　　　　　　　 整 残存率 ％ 焼　 成 色　　 調 備　　 考

7 5 青磁 椀
－ － － 口緑破片 良好 緑色 中世

7 6 須恵質土器 ‡雷鉢 － － － 内面　 櫛 目　 口緑　 ヨコナデ 口緑破片 良好
N 6 ／ 0

灰色
在地

7 7 常滑 婆 － － － 休部破片 良好
10 Y 4 ／ 2

灰 赤色
中世

78 かわらけ 小型皿 （8．6） （5．4） 2．2
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
20 良好

2．5 Y R 5 ／ 1

赤灰色

内面

付着物

79 かわらけ 小型皿 － （8．8） －
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
底部破片 良好

5 Y R 6 ／ 3

鈍い橙色

内面

付着物

80 かわ らけ 小型皿 － （6．2） －

内外面　 ロクロ ヨコナデ

底部　 回転糸切 り
底部破片 良好

2．5 Y R 5 ／ 1

赤灰色

内面

付着物

8 1 弥生式土器 多在
：王≡こ

（2 4．0 ） － －
外面　 櫛描文

内面　 ミガキ
口緑 40 良好

10 Y R 6 ／ 4

鈍い黄橙色

8 2 弥生式土器 璽 － － －

外面　 簾状文 ・櫛描波状文

内面　 ミガキ
口緑破片 良好

10 Y R 5 ／ 6

黄褐色

8 3 弥生式土器 － － － －
外面　 櫛描波状 文

内面　 ミガキ
口緑破片 良

7．5 Y R 4 ／ 2

明褐灰色

8 4 弥生式土器 － － － －

外面　 櫛描波状文

内面　 ミガキ
口緑破片 良好

7．5 Y R 5 ／ 6

明褐色

8 5 弥生式土器 － － － －

外面　 廉状文 ・櫛描波状文

内面　 ミガキ
口緑破片 良好

10 Y R 7 ／ 3

鈍 い黄橙色

86 弥生式土器 － － － －
外面　 櫛描文

内面　 ミガキ
口緑破片 良好

7．5 Y R 5 ／ 2

灰褐色

87 弥生式土器 蜜 － － －

外面　 簾状文 ・櫛描波状文

内面　 ミガキ
体部破片 良好

7．5 Y R 6 ／ 8

橙色

： 蜘

弥生式土器 － － － －
外面　 簾状文 ・櫛描波状文

内面　 ミガキ
休部破片 良好

7．5 Y R 6 ／ 6

橙色

8 9 弥生式土器 － － － －

内外面　 ミガキ

外面　 櫛 描波状文
休部破片 良好

7．5 Y R 6 ／ 4

鈍 い橙色

9 0 弥生式土器 － － （8。6） － 内面　 櫛 目 底部 1（刀 良好
10 Y R 5 ／ 2

灰黄褐色

外面

赤色塗彩

9 1 弥生式土器 鉢 （11．2） （4．8） 5．6 外 面　 ミガキ 3 5 良好
7．5 R 4 ／ 6

赤色

内外面

赤色塗彩

9 2 弥生式土器 － － 8．0 － 底部 1∝） 良好
5 Y R 5 ／ 6

明赤褐色

93 弥生式土器 鉢 （15 ．0 ） － －

内面 ミガキ

外面　 へラ削 り ・ミガキ
口緑破 片 良好

5 Y R 5 ／ 6

明赤褐色
内面黒色

94 弥生式土器 高塔 2 1．6 － － 外面　 ミガキ 80 良好
7．5 Y R 8 ／ 3

浅黄橙色

95 弥生式土器 台土不整 － － － 内面　 ミガキ 10 良好
5 Y R 6 ／ 6

橙色

9 6

1

弥生式土器 甑 － （5．5） －
1

底部 10 0 良好
10 R 3 ／ 6

暗赤褐色

内外面

赤色塗彩

9 7 弥生 式土器 鉢 （12．4 ） － － 内外面　 ミガキ 3 0 良好
2．5 Y R 5 ／ 6

明赤褐色

内外面

赤色塗彩

9 8 弥生式土器 確：5： （20 ．0 ） － － 外面　 簾状文 ・櫛描文 口緑破片 良好
5 Y R 6 ／ 6橙色

内面　 黒色

9 9 弥生式土器 誓 － － － 外面　 簾状文 ・櫛描文 口緑破片 良好
5 Y R 7 ／ 6

橙色

100 弥生式土器 － － － －

外面　 櫛描文

内面　 ミガキ
口緑破片 良好

7．5 Y R 6 ／ 3

鈍い褐色

10 1 弥生式土器 － － － － 内外面　 ミガキ 口緑 破片 良好
10 R 4 ／ 6

赤色

内外面

赤色塗彩

102 弥生式土器 － － － －

外面　 櫛描文

内面　 ミガキ
口緑破片 良好

7．5 Y R 7 ／ 4

鈍 い橙色

103 弥生式土器 － － － －
外面　 櫛描文

内面　 ミガキ
口緑破片 良好

5 Y R 6 ／ 4

鈍 い橙色

10 4 弥 生式土器 － － － －
外面　 櫛描文

内面　 ミガキ
口緑破片 良好

5 Y R 5 ／ 4

鈍い赤褐色

10 5 弥生式土器 － － － －

内外面　 ミガキ

ロ緑 部　 縄 文
口緑破片 良好

2．5 Y R 4 ／ 8

赤褐色

内外面

赤色塗彩

10 6 弥生式土器 － － － － 外面　 櫛描波状文 口緑破片 良
7．5 Y R 5 ／ 3

鈍い褐色

10 7 弥生式土器
－ － － －

外面　 櫛描波状文

内面　 ミガキ
口緑破片 良

7．5 Y R 6 ／ 4

鈍い橙色

108 弥生式土器 － － － －
外面　 櫛描波状文

内面　 ミガキ
口緑 破片 良好

5 Y R 6 ／ 4

鈍い橙色

M2号溝状遺構出土遺物観察表（4）
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l N o・
器　　 種 器　 形 口径 c m 底径 c m　 器高 cm　　　　　 調　　　　　　　　　　 整　　　　　 残存率 ％　　 焼　 成 色　　 調 備　　 考

10 9 弥生式土器 － － － －
外面　 櫛描文

内面　 ミガキ
口緑破片 良好

10 －Y R 5 ／ 6

黄褐色

1 10 弥生式土器 － － － －

外面　 櫛描波状文

内面　 ミガキ
□緑破片 良好

7．5 Y R 6 ／ 2

灰褐色

1 11 弥生式土器 － － － － 内外面　 ミガキ 口緑破片 良好
10 R 4 ／ 6

赤色

内外面

赤色塗彩

1 12 弥生式土器 － － 5．7 －
内外 面　 ミガキ 底部 1∝） 良好

10 Y R 7 ／ 2

鈍 い黄橙色

113 弥生式土器 － － 5．2 － 内外面 ・底部　 ミガキ 底部 1（刀 良好
10 R 4 ／ 6

赤色

内外面

赤色塗彩

114 弥生式土器 － － 5．0 － 内外面 ・底部　 ミガキ 底部 6 0 良好
7．5 R 4 ／ 6

赤色

内外面底

赤色塗彩

115 弥生式土器 － － － －

内外面　 ミガキ

外面　 櫛描文
頸部破片 良

7．5 R 4 ／ 8

赤色

外面

赤色塗彩

1 16 弥生式土器 － － － － 外面　 櫛描文 ・ミガキ 頸部破片 良
7．5 R 4 ／ 8

赤色

外面

赤色塗彩

1 17 弥生式土器 － － － － 外面　 櫛描文 ・ミガキ 頸部破片 良好
7．5 R 4 ／ 8

赤色

外面

赤色塗彩

1 18 弥生式土器 － － － －
内外面　 ミガキ

外 面　 櫛 描文
頸部破片 良好

10 R 4 ／ 6

赤色

内外面

赤色塗彩

1 19 弥生式土器 － － － － 外面　 櫛 描文 休部破片 良好
7．5 Y R 5 ／ 3

鈍い褐色

120 弥生式土器 － － － －
外面　 櫛描文

内面　 ミガキ
頸部破片 良

7．5 Y R 5 ／ 2

灰褐色

12 1 弥生式土器 － － － －
外面　 廉状文 ・櫛描波状文 頸部破片 良好

7．5 Y R 4 ／ 1

褐灰色

122 弥生式土器 － － － － 外面　 斜格子文 頸部破片 良
7．5 Y R 7 ／ 6

橙色

12 3 弥生 式土器 － － － －

外面　 簾状文 ・櫛描波状文

内面　 ミガキ
頸部破片 良好

7．5 Y R 6 ／ 4

鈍 い橙色

12 4 弥生式土器 － － － － 外面　 簾状文 頸部破片 良
5 Y R 7 ／ 2

明褐灰 色

外面

赤色塗彩

12 5 弥生式土器 － － － － 外面　 簾状文 ・櫛描文 頸部破片 良
5 Y R 3 ／ 1

黒褐色

［

126 弥生式土器 － － － －

内 ・外 面　 ミガキ

外 面　 櫛描波 状文
休部破片 良好

7．5 Y R 6 ／ 4

鈍 い橙色

127 弥生式土器 － － － －
外面　 櫛描波状 文

内面　 ミガキ
体部破片 良好

5 Y R 6 ／ 6

橙色

128 弥生式土器 － － － － 外面　 櫛描文　 体部破片 休部破片 良好
2．5 Y R 4 ／ 1

赤灰 色

129 弥生式土器 － － － －
内 ・外面　 ミガキ

外面　 櫛描波状文
休部破 片 良好

10 R 4 ／ 6

赤色

内外面

赤色塗彩

13 0 弥 生式土器 － － － － 外面　 箆描き文 頸部破片 良好
10 R 4 ／ 8

赤色

外面

赤色塗彩

M2号溝状遺構出土遺物観察表（5）

N o ． 器　　 種 器　 形 口径 cm 底 径 c m 器 高 c m 調　　　　　　　　　　　　 整 残 存 率 ％ 焼　 成 色　　 調 備　　 考

1 常 滑 薙瓦 － （18 ．0 ） －
底 部 付 近

破 片
良 好

5 Y R 4 ／ 1

褐 灰 色
中 世

2 陶 器 薙瓦 － － － 高 台 つ く り 出 し 底 部 破 片 良 好
2 ．5 Y 6 ／ 2

灰 黄 色
中世

3 瀬 戸 椀 － （14．8 ） － 高 台 つ く り 出 し 底 部 破 片 良 好
2 ．5 Y 6 ／ 3

鈍 い黄 色

M3号満月犬遺構出土遺物観察表

N o ． 器　　 種 器　 形 口 径 c m 底 径 c m 器 高 cm 調　　　　　　　　　　　　 整 残 存 率 ％ 焼　 成 色　　 調 備　　 考

1 か わ ら け 小型 皿 （9 ．6） （8．0 ） 乙4
内 外 面　 ロ ク ロ ヨ コナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り
25 良 好

7 ．5 Y R 6 ／ 4

鈍 い 橙 色

2 か わ ら け 小 型 皿 （8 ．8） （5．9 ） 2 ．2
内外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り
20 良好

7 ．5 Y R 6 ／ 6

橙 色

3 か わ ら け 小 型 皿 （10 ．8） （7．8 ） 2．9
内外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナ デ

底 部　 回 転 糸 切 り
2 5 良 好

5 Y R 6 ／ 6

橙 色

4 か わ らけ 小 型 皿 （10 ．2） （7 ．0 ） 2．2
内外 面　 ロ ク ロ ヨ コ ナデ

底 部　 回転 糸 切 り
3 0 良 好

7．5 Y R 6 ／ 6

橙 色

遺構外出士遺物観察表（1）

－85－



N o． 器　　 種 器　 形 口径 cm 底径 c m 器 高 cm 調　　　　　　　　　　　　 整 残存率％ 焼　 成 色　　 調 備　　 考

5 かわらけ 小 型皿 （9．4） （7．0） 2．2
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切り
3 0 良好

5 Y R 5 ／ 6

明赤褐色

6 かわらけ 小型皿 （10 ．0） （7．4） 2．3
内外面　 ロクロヨコナデ

底 部　 回転糸切り
4 0 良好

7．5 Y R 7 ／ 3

鈍 い橙色

7 かわらけ 小型皿 （9．2） （7．8） 2．3
内外面　 ロクロヨコナデ

底 部　 回転糸切 り
3 5 良好

2．5 Y 6 ／ 2

灰黄色

8 かわ らけ 小型皿 （7．6） （4．6） 2．4
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
15 良好

7．5 Y R 8 ／ 2

灰白色

9 かわ らけ 小型皿 （10 ．1） （7．4） 2．5
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
40 良好

7．5 Y R 5 ／ 6

明赤褐色

10 かわ らけ 小型皿 （10 ．4 ） （7．6） 2．8
内外面　 ロクロヨコナデ

底部　 回転糸切 り
30 良好

7．5 Y R 6 ／ 6

橙色 、

1 1 陶器 椀 － 4．7 －
底部 1∞ 良好

5 Y R 3 ／ 4

暗赤褐色
近世

12 瀬戸天 日 椀 － － －
休部破片 良好

10 B G 1．7 ／ 1

青黒色
中世

13 瀬戸天 日 椀 － － －
口緑破片 良好

10 Y R 1．7 ／ 1

黒色
近世

14 瀬戸 椀 － － －
休部破片 良好

2．5 Y 7 ／ 3

浅黄色
近世

15 瀬戸 蓋 － － － 破片 良好
2．5 Y 8 ／ 1

灰白色
近世

16 陶器 士冨E － － －
口緑破片 良好

5 Y R 3 ／ 4

暗赤褐色
近世

遺構外出士遺物観察表（2）

第2節　鉄製品
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一〇一
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鉄製品実測園（1／2）
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、

遺　　 構 種　　 類 長　　 さ 幅 （径 ） 厚　　 さ 重　　 さ 備　　　　　　　　　　 考

D 1 1 宴丁 7．9 5 0 ．75
－

15．6 g

S 3 刀 子 7．9 2 1．53 0．7 1 3．5 g

M 2 － 1 室丁 8．5 9 0 ．85 － 18．3 g

M 2 － 2 毒丁 7．8 2 0 ．86 － 11．0 g

鉄製品観察表

－86－
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第3節　石製品
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、、、・．叫一　－　一一〆・一′

／

／

／

／／　　　M2

石製品実測図（1／6）
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遺　　 構 種　　 類 径 高さ ふくみ 分角 心緒径 供給口 石　　 貨 回転方面 備　　　　　　 考

M 2 石臼 ・上 目 （2 4 ．9 ） 11．1 － － － － 輝石安山岩 左

遺　　 構 器　　 種 石　　 質 径 底　　 径 高　　 さ 深　　 さ 備　　　　　　 考

D 14 石絡き臼 黒色 多孔貨安 山岩 （2 6 ．4 ） － 15 ．2 12 ．0

石鳴き臼観察表

遺　　 構 製 品 名 部　 位 高 さ 最 大 径 石　　　 室 備　　　　　　 考

検 出 多 宝 塔 空 風 輸 12 ．5 1 1．3 安 山 岩

M l 五 輪 塔 空風 絵 24 ．5 18 ．6 黒 色 多 孔 質 安 山岩

五輪塔・多宝塔観察表

‾ノくコ、‾

第4節　羽口

一亀一骨一膠一　一恩廿－
M2－1

羽口実測図

M2－2

遺構・No． 製品名 径 厚　 さ 重　 量 送風口径 備　　　　　　　　　　 考

M 2－1 羽口 － 2．9 76．2 g － 先端部僅かに欠損

M 2－2 羽口 － 3．0 68．7 g は5） 先端部

羽口観察表

第5節　古銭

古銭（1／1）

（単位cm・g）

遺　　 構 銭　 名 外　 径 内　 径 重　 さ 初 錦 年 書　 体 備　　　　　　　　　 考

D g 元 豊 通 蛮 2．6 1 0 ．6 5 4 ，0 g 北 宋 10 7 8 行 書

M l 皇 宋 通 蛮 2．5 8 0．68 2 ．5 g 北 宋 10 3 8 衰 喜 1 ／ 4 欠 損

M 2 （聖 ）宋 元 蜜 2 ．4 7 0．7 7 2 ．3 g 北 宋 1 10 1 行 書

古銭観察表

－88－
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調査区全冥（南から）

調査区全景（北から）
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Ta1号竪穴状遺構・D7号土坑

Ta3号竪穴状遺構

－90－

Ta2号・T a5号竪穴状遺構

T a4号竪穴状遺構



D6号土坑遺物出土刃犬況

D8号士坑（集石除去後）

D9号士坑（集石除去後）

91－
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D11号土坑遺物出土状況

D12号土坑遺物出土状況



S2号集石遺物出土状況

S4号・S5号集石 S5呈集石遺物出土状況

M2号溝状遺構遺物出土状況
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M2号溝状遺構遺物出土メ犬況

M2号溝状遺構遺物出土刃犬況
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調査風景（南から）
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龍雲寺全宗（南東から）

菅包遺跡∨事業終了状況（壇信徒会館全景）

－！第－
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竪穴状遺構（Ta）・土坑（D）出土遺物
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集石（S）出土遺物

1－　‾、il

／

＿＿、　′　　　　　2

M1号満月犬遺構出土遺物
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M2号溝状遺構出土遺物（1）
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52

M2号溝状遺構出土遺物（2）
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ヽ嶋鯵
57

葛がr
78

ヽlタ68

ヽ車′6。

M2号溝状遺構出土遺物（3）
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M2号溝状遺構出土遺物（4）
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M2号溝刃犬遺構出土遺物（5）
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M2号溝状遺構出土遺物（6）

遺構外出土遺物（1）

－104－

こ・ヾ　　一　・・



遺構外出土遺物（2）

鉄製品・石製品
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石製品・羽□・古銭
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9．　根々井大塚古墳

査報告書艮





◎　●

e　　●

●

●

棍々井大塚古墳出土ガラス小玉

●　　●

飴　　魯

根々井大塚古墳出土土器
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根々井大塚古墳

所　在　地　佐久而大字根々井字大塚腰1179－8番他

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　道路改良工事

調査期間　平成9年10月27日～11月27日

調査面積　224rd

調査担当者　冨沢　一明

例言・凡例 根々井大塚古墳位置図（1：50，000）

1．本報告は平成9年度に行った県道拡幅工事に伴う試掘調査の報告である。

2．遺構の縮尺は1／200．1／400であり遺物は1／4．1／1とし、それ以外のものは園に明記した。

3．遺構園の海抜標高は水糸標高を「標高」として示した。

4．土層・土器の色調は1988年『新版標準土色帖』に基づいた。

5．挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す

地山断面 墳丘盛土

6．本報告を作成するにあたり（財）長野県埋蔵文化財センター　青木一男氏には多大なるご指導・

ご助言を頂いた。記して感謝申し上げる。

1．経過と立地

根々井大塚古墳は佐久両大字根々井に所在し、湯川lこより形成された河岸段丘縁lこ立地する

「流れ山」である。湯川からの標高差は20mを測る。周辺部は圃場整備の終了した水田地帯が広

がり、水田面よりの眺望は大型の円墳を彷彿とさせる。

周辺の遺跡としては発掘調査がなされたものとして弥生中期後半から後期の大規模な集落址が

発見された北西の久保遺跡・西一本柳遺跡・根々井芝宮遺跡や、弥生中期後半の竪穴住居址から

鉄剣が出土し注目をされた五里田遺跡などがある。また古墳の北方300mには餅田遺跡・西一里塚

遺跡が所在し、両遺跡からは弥生後期以降の環濠或いは溝状遺構や集落址が検出され、出土遺物

としては南関乗系の壷口緑部やS字禁等があった。

今回、当地点の県道拡幅工事に伴い、佐久建設事務所によりこの「流れ山」栗斜面を削平する計画

がなされ、佐久而教育委員会に遺跡の有無の照会があった。当地籍はその形状より古墳としての可

能性が高く「根々井大塚古墳」として『遺跡詳細分布調査報告書』に掲載・登録していたが、過去の調

査・伝承等は皆無で古墳としての詳細は不明であった。その為、教育委員会は「流れ山」本体の地籍

地権者に承諾を得て、古墳の規模・性格等の把握を目的とする試掘調査を実施する事となった。
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第2園　周辺遺跡位置園（1：10，000）

第3図　根々井大塚古墳周辺地形園（1：1，000）
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（1：1，000）
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2．遺跡の状況

根々井大塚古墳は通称「あ坊山」と呼ばれる独立した流れ山（浅間山の噴火により押し出され

た山体が風化。浸食により島状に形成された残丘）であり、規模は現状で底辺約56m◎高さ10m程

を測る。形状は南西方向からの眺望は美しい円錐形を呈すが、東側は昭和6年の道路開削のため

一部削平され、北側斜面下部は周辺の圃場整備の折りに土取が行われた為決られた状態となって

いる。また、標高688mから上の南西側斜面は終戦間際から戦後に地元青年団による松根油の採

取の穴が掘られ旧来の地形を失っていた。よって本来の山全体の規模は東と北側に山裾が延びて

広がっていたと考えられる。山全体は現在カラマツ林となり、北と南に小さな登山道があり山頂

には石の岡が7つ祀られている。

第4園　根々井大塚古墳地形園（1：400）
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0　　（1こ200）

第5園　根々井大塚古墳全体園及び遺物出土状況園
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第6園　出土遺物実測図

OD　　（ユ0

15

1～10

（1ニ4）

ll～20

（1こ1）

10cm

土器の赤色は赤色塗彩を表す

玉類はガラス玉10点が出土した。その内11～15・20は墳頂部のサブトレンチ排土内より、16～

19はトレンチ内東端よりまとまって出土した。大きさは15・16が小形で小玉の部類に入ると考え

られる。色調は15と16がスカイブルーで、その他は藍色である。形態はいずれも円形を基調とし

ているが、13や19といった歪みの大きな物が存在する。また、小口面の調整は両面押圧整形であ

り、13・18などl副則面も押圧整形が観察された。
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3．調査の成果

（1）墳　丘

調査の方法はまず地籍全体の地形測量を行い現状での墳丘確認に努めた。次に山頂より十字の

ベルトを設定し地表下の墳丘表面の状態を検出し、尚かつ盛り土確認のためのサブトレンチを設

定して掘り下げを行った。調査部は東側を仮称「1区」、西側を「2区」とした。

その結果、流れ山の土壌特質のため墳端部の確認が非常に困難であったが、頂上部に方形と考

えられる「古墳」が確認された。この「古墳」は一部立ち割りによる断面観察の結果、墳頂部に

厚さ40～60cmの盛り土を行い、その他の部分は流山の自然地形を生かしつつ、墳端部にあいて小

規模なテラスを削り出していた。ただ、東コーナー部分は自然地形の崩落か墳端部が確認できな

かった。この検出されたテラスをつなくと方形のプランとなり、規模は長軸17m◎短軸14m◎高

さ約2mで、長軸方位はN一伯0－Wを示す方形の墳丘を想定できた（第8園参照）。また、墳頂部

には土坑状の主体部と考えられるプランが検出できた。形態は長方形で規模が長軸2．1m◎短軸1．2

m◎深さ約40cmを測り、長軸方位はほぼ真東を向く。また、サブトレンチ内からはガラス玉やガ

ラス小玉が10点出土した。遺物は墳頂部を中心に墳丘全体に広がる状態で出土した。いずれも小

片の土器が多かったが、特に主体部上部の東端にあたる部分からは土器がまとまって出土した。

出土状態はいずれも破砕した状態であったが、2っの器台はほぼ全容を把握できるまでに復元さ

れた。また、ガラス玉も4点は出土位置が把握でき、出土位置がいずれも土壌の東よりであるこ

とから、或いは埋葬頭位は東を向いていると推測できる。

（2）出土遺物

出土した土器片の内、形態の解るものや特徴のあるもの10点を図示した。1と2はいわゆる小

形精製土器群の器台であり、2は小形であるが1は通常のものに比べやや大きく中型とも捉えら

れる土器である。いずれも赤彩を施しているが、在来の箱清水式土器の色合いとは異なり、2は

発色が弱く薄い色であるのに対し、1は一部黒ずんだような赤色が施されている。形態はいずれ

も脚部が緩やかに開き、器受部のロ績端部は丁寧なミガキと共に明瞭な面取りが施してある。3

は高杯の杯部破片と考えられる。丁寧なミガキと赤彩が施されてあり、赤彩は箱清水土器的な色

合いである。4は大型の高杯師部で5は脚部と考えられる。胎土◎焼成が似るため同一として復

元実測したが、異なる個体である可能性はある。いずれもミガキと赤彩が施されているが、色合

いは2と似る。6と7は小形の高杯の師部と脚部であり、4◎5と同様、同一個体と考え復元実

測した。いずれも丁寧なミガキと赤彩が施されているが、色合いは2と似る。8は壷頸部破片で

あり、櫛指による横線文と波状文が描かれている。9も壷頸部の破片であり櫛指が行われ、3と

同じ発色の赤彩が施されている。10は小形の椀か鉢であり、ややあらいミガキと赤彩が施されて

あり、発色は3に似ている。
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4．まとめ

今回調査された根々井大塚古墳は、佐久平はもちうん長野県内にあいても調査例が少ない弥生

時代後期末～古墳時代初頭への過渡期にあける墳墓である可能性が高まった。ここでは墳墓の出

土遺物から築造時期の推定と地域史の中での位置づ廿をおこないまとめとしたい。

（1）築造時期

本墳墓よりの出土遺物の内、時期を明らかにできる物としては墳頂部よりの一括出土遺物であ

る土器群がある。特に器台2点はほぼ全容が把握できるため当器種より考えたい。ただ、現在ま

でに当地域では器台の形態変遷について触れた報告書や論考は少＜、これら2点の器台について

の時間的位置づ廿に苦慮する。よって周辺地域も含め出土器台を集成し類似例から考察してみた

い。器台の形態分類は基本的に『篠ノ井遺跡群』の器台A類～F類の分類基準に従い、B類につ

いては『松原遺跡』の分類Bl・B2の分類を基に細分した。これらの分類基準によると当遺跡

の器台は『篠ノ井遺跡群』分類のC類に当たると考えられる。なあ、出土例の集成は形態の把握

できるものにかぎり、小片や脚部のみの例は扱わなかった。

第1表　器台形態別集成表

地　 域 遺　　　 跡　　　 名
器台形態 （⑳は赤彩） I　　　 備　　　 考

A B l B 2 C D

佐久 市 池端城跡 1 号住居址 ● S 字碧 C の小型高杯 （赤彩）

′′ 宿上屋敷遺跡 6 号住居址 ○ 小型 高杯 e 箱清水系譜無 し

′′ 今井西原遺跡 1 号住居址 ○ ○ ？ 直□壷

′′ 瀧の山葦古墳群 2 号墳 ● 小型 高杯 e 箱清水系譜禁 e壷

′′ 藤塚古墳群 4 号墳 ○ 直○壷 （赤彩）

′′ 根々井大塚古墳 ● 東海 系壷 e 高杯

小謡而 五領 B 遺跡 3 号住居址 ⑳ S 字奮 ？ ・有段 □緑壷

′／ 竹花遺跡13号住居址 ○ S 字禁 e箱清水系譜禁 ゆ赤井戸系土器 ？

′′ 久保臼遺跡Y 2 号住居址 ● 箱清水系 譜壷

浅科村 砂原遺 跡26号住居址 ○ 器台 は北陸系 （報告書）

東部町 東五町遺 跡 7 号住居址 ○ 小型丸底土甘

長門町 中道遺跡 3 号住居 址 ● ？ 北陸系土器 を多 く出土 ・玉造工房

上田而 茅御堂遺 跡 1号住 居址 ● S 字禁 e小型丸底柑

′′ 西光坊遺跡 4 号住 居址 ○ 器台 は越後系 （信濃国分寺資料館園録）

′′ 琵琶塚遺跡 15号住居址 S 字禁

′′ 琵琶塚遺跡41号住居址 ● ○ 東海系壷 e北陸系禁 e 直□壷

′′ 大道下遺跡 14号住居址 ○ ○ ○ 有段 日経壷 e直口壷

／′ 大道下遺跡53号住居址 ○

′′ 浦 田 B 遺跡3 0号住居址 ○ 東海系高杯 e 箱清水系碧 ・器台は東海系 （報 告書）

′′ 浦 臼 B 遺跡3 7号住居址 ○ 有段〇線壷 。小型丸底土甘・箱清水系譜禁

以上の結果から千曲川上流域での器台出土に傾向があることが解る。まず、第1は明瞭に全容

が解るDタイプの器台は出土していない。次に赤彩されたものはAとBlに偏る傾向にあり、C

タイプのものは本遺跡のみが赤彩されている。なあ、Cタイプの器台については厳密な意味で

『篠ノ井遺跡群』の分類基準に当てはまるものは無く、近似するものは本遺跡と西光坊遺跡と浦

田B遺跡30号住居址の資料があるがこれらとて脚端部の内湾傾向が無い。では、これら器台の型

式変化について考えてみたい。まず参考となる『松原遺跡』での記載で「長野盆地南部で在来化

した小型器台の流れは、①赤彩→非赤彩、へラミカやキ多様→粗雑化、②大型→小型、③器台A→A◎B

－116－



→B◎Dという流れが指摘される。」（ここで言うD類は×字脚を呈する器台を指している）というものである。

また、比田井氏の「東国にあける小型器台を概観すると、その変化は脚部が高く全体的に縦長の

ものから、脚部が低くなるという流れと、受け部の形状の交替という観点からみることができ

るo」とし、受け部の変相議端部が面取りされるもの、丸く収められるもの、屈曲するもの等か

ら、受け部外面に稜を持ち□綾部が僅かに外反するものの登場、そして×型器台への変化として

捉えられている。

これらの論考を参考とすると他の器種との組成を比較検討しなければ正確なことは言えない

が、当地域の器台も先に指摘されたと同じような変化をたどるものと考える。ただ、C舛フつこつ

いては長野盆地北部にある七瀬遺跡欄P町遺跡。牛出古窯◎牛出遺跡より出土したものの中に近似

するものが見受けられ、それらの位置づけは器台の出現期から定着期（『牛出遺跡』第3段階．第4段

階）とされている。この様な結果をもとに考えると当地域の器台の変化は①赤彩→非赤彩、へラミ

がキ多様→粗雑化、②大型→小型、③器台CeA→AeB→Bとして捉えられると考え、根々井大塚

古墳出土の2点の器台は当地域の中では出現期のタ付に属し、僅差ではあるが瀧の峰古墳群2号

墳よりは古相であると考えられる。よって本墳墓は在地籍清水系譜の壷e禁が変容し、外来系土

器である東海系の高杯や小型器台が出現して＜る時期に当たり、他地域の編年にてらせば長野盆

地南部の4期『北平1号墳』、長野盆地北部では第4段階『牛出遺跡』あたりに並行するものと考えら

れる。なあ、東海地方の廻間編年にあいて考えると、出土した器台や高杯の脚部は既に内湾傾向

がなく外側に開く形態であり、高杯杯部が深い事など古い様相もみられるが概ね廻問Il式後半～

…式前半くらいが相当すると考えられる。

（2）地域史の中での位置づけ

根々井大塚古墳は青木氏が指摘するとこうの「山上墓」に相当する。墳形は方形を呈するもの

の、倶献土器のあり方や築造時期は北平1号墳や瀧の峯2号墳に共通するとこうが多い。とする

と名称も根々井大塚古墳と言うよりは、青木氏が提唱する「方形墳丘墓」の語句を用いて「根々

井大塚方形墳丘墓」とした万が遺跡の性格を端的に示していると考える。先の築造時期の考察よ

り根々井大塚を北平編往4期としたが、この期は千曲川流域にあいて東海系土器群の流入が起こ

り、弥生箱清水期からの在来の土器群の変容と外部からの影響により発生したと考えられる方形

周溝墓（青木氏の方形墳丘墓）が出現し、また集落とは隔絶した山や丘陵上には前方後方型墳丘

墓が造られている。まさにこれと相前後して松本平では弘法山古墳が造営される。この様に根々

井大塚方形墳丘墓は佐久平にあいて東海系土器群の流入の下、初めて外来系の土器を多用し集落

とは隔絶された場所で葬送儀礼を行った墳墓といえるのかもしれない。それほとりも直さず佐久

平の弥生社会が古墳時代へと移行する胎動の現れと理解できる。

今回の調査は試掘調査であり、墳丘や主体部の確認には制約もあった。よって今後に学術的調
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査等の機会があればより詳細で確実な調査成果が得られるであろう。それによっては墳形や葬送

儀礼用の土器群組成の見直しも迫られるかもしれない。しかし、今回の調査成果である「根々井

大塚古墳が瀧の峯古墳群と並ぶ貴重な墳墓であること」にかわリはない。紙面の都合で今回は事

実報告のみとするが、千曲川上流域にあける弥生時代末～古墳時代前期の集落・土器・墳墓につ

いては改めて別稿を用意し、雑ぱくではあるがこれでまとめとしたい。

衰
．－：‡（、こ

A・C～Fは「篠ノ井遺跡群」の分類基準

Bl．B2は「松原遺跡」の分類基準

第7図　器台形態分類園

F

審

第8園　根々井大塚方形墳丘墓推定復元図
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第2表　出士遺物観察表

番号 器　 種
法　 量 （c m ）

調 整 ・整 形 備　 考
口径 底径 器高

1 器 台 10 ．3 11．2 1 0．1
受 け 部 端 に 明 瞭 な 面取 り。 受 け 部 と 脚 部 外 面 は丁 寧 な ミ ガ 濃い赤彩

キ 。 く び れ 部 分 に は 横方 向 の ミ ガ キ 。 脚 内 面 は ナ デ。 3 カ所に穿孔

2 器 台 7 ．9 9．4 7 ．7
受 け 部 端 は 僅 か な 面取 り。 受 け部 と脚 部 外 面 は丁 寧 な ミ ガ 薄い赤彩

キ 。 く び れ 部分 に は横 方 向 の ミ ガ キ。 脚 内面 は ナデ 。 3 カ所 に穿孔

3
高 杯

師 部
16．9

－
（4 ．5 ） 内外 面 と も に丁 寧 な ミガ キ。 濃い赤彩

4
高 杯

杯 部 2 6．6 － （11．3） 杯 部 口唇 部 に面 取 りが あ る 。 土不部 内 外 面 に 丁 寧 な ミ ガ キ 。 薄い赤彩

5
高 杯

脚 部 － 1 1．5 （4．3） 脚 部 外 面 は 丁 寧 な ミガ キ 。 脚 内 面 は パ ケ メ の 残 る ナ デ 。
薄い赤彩

2 カ所に穿孔

6
小 型 高 杯

杯 部 － －
（1．1） 内 外 面 は 丁 寧 な ミ ガ キ 薄い赤彩

7
小 型 高 杯

－ 18．0 （5．4 ）
外 面 は 横 方 向 の 丁 寧 な ミ ガ キ。 内面 削 リ。 脚 端 部 に面 を有 す 薄い赤彩

脚 部 る 。 3 カ所 に穿孔

8
＝土＝冨芝

頸 部 － － －
細 かな 櫛 に よ る横 線 文 と 波 状 文 （東 海 的 櫛 ）

9
土質芝

頸 部 － － －
簾 状 文 ？ （箱 清 水 的 櫛 ） 濃い赤彩

1 0 椀 o r鉢 10 ．9 － 3．2 パ ケ メ の 残 るナ デ の 後 、 内 外 面 や や あ ら い ミ ガ キ
濃い赤彩

番号 種別 幅 （c m ） 長 （cm ） 重 さ（グラム） 備考 番号 種別 幅 （cm ） 長 （cm ） 重さ （グラム） 備考

1 1 ガラス玉 0 ．6 9 0．50 0．3 9 藍色 16 ガラス小玉 0．42 0．3 1 0 09 スカイブル ー

12 ガラス玉 0 ．7 5 0．5 5 0．4 6 藍色 17 ガラス玉 0．70 0．77 0．57 藍色
13 ガラス玉 0 ．63 0．6 2 0 ．4 5 藍色 18 ガラス玉 0．7 1 0．67 0．4 3

皿
壷互色

14 ガラス玉 0．77 0 ．5 8 0 ．5 0 藍色 19 ガラス玉 0．7 3 0．7 1 0 ．4 9
皿ユ
藍色

15 ガラス小玉 0．45 0 ．3 1 0 ．1 2 スカイブルー 20 ガラス小玉 0．6 9 0．6 6 0 ．4 5
題＝コユ
藍色
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①古墳全案（乗より）

手前東側が道路により削平され

急斜面となっている。

②墳頂部全案（南より）

向かって東側が表土を除去した

状況。ビニール袋は土器出土地点

②墳頂部全景（西より）

向かって右側は後世の攫乱によ

り小さな段差が形成されている。
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①墳頂郭調査風景（南西より）

石の岡の前がサブトレンチ。

このトしンチ内からはガラス玉が

出土した。また、中央写る抗の手前

には土器がまとまって出土した。

②土器出土状況（南より）

園示した器台等が破砕した状況

で出土。

③南側墳端部（西より）

墳端部には小さな段差によるテ

ラスが設けられていた。
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Ⅲ　だヨ開露化財専業

1　体　制

佐久而教育委員会　文化財課

教　　育　　長　　　依田　英夫

教　育　次　長　　　小林　宏三

文化財課長　　　草間　芳行

文化財係長　　　荻原　一馬

文　化　財　係　　　林　　幸彦　　須藤　隆司

冨沢　一明　　上原　　学

文化財保護審議会委員

会　　　　　長　　　木内　　寛

職　務　代　理　　　鈴木　公人　　清水　岩夫

小林　蕎三　　並木　良子

資料館協議会委員

会　　　　　長　　　柳沢佐久平

職　務　代　理　　　黒沢　庫旗　　小林　信男

柳沢　和敏　　相沢　昭子

2　調査事業費

平成11年度一般文化財事業費

3　冠。県。市指定文化財

小林　眞寿　羽毛田卓也

山本　秀典　　出澤　　力

小林　徳雄　堀籠　好夫

中沢　忠人　　小栗　　集

木内　　寛　　並木　良子

臼田　隆雄

予　算　額　5，036，000円

決　算　額　5，024，555円

N 0 ． 指 定 区 分 文 化 財 名 名　　　　　　　 称 員 数 所 在 地 所　 有　 者 指 定 年 月 日

1 国 指 定 天 然 記 念 物 岩 村 田 ヒ カ リコ ケ 自生 地 1 ヶ 所 岩村 臼 佐 久 而 T 10．3．3

2 ′′ 史　　　 跡 旧 中込 学 校 1 ヶ 所 中込 佐 久 市 S 44．4．12

3 ′′ 重 要 文 化 財 駒 形 神 社 本 殿 （附 棟 札 4 枚 ） 1 棟 下 塚 原 駒 形 神 社 S 24．5．30

4 ′′ 重 要 文 化 財 絵 本 着 色 一 遍 上 人 絵 伝 巻 第 二 1 幅 野 沢 金 大 寺 S 9．1．30
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5 ′′ 重要 文化財 絵本書他阿上人 自筆仮名消息 1 幅 野沢 金大寺 S 9．1．30

6 ′′ 重要 文化財 旧中込学校 （附 建築 文書 3 点） 1棟 中込 佐久而 S 44．3．12

7 ′′ 重要文化財 鉄鐘 1 跡部 藤沢平治 S 52．6．11

8 国選択 無形民俗文化財 跡部の踊 り念仏 1 跡部 跡部踊り念仏保存会 S 6 1．12．17

9 県指定 県　　　 宝 木造地蔵菩薩半伽偉像 1躯 根々井 正法寺 S 44．5．15

10 ′′ 県　　　 宝 木造阿弥陀如来坐像 1躯 岩村B 西念寺 S 34．11．9

11 ′′ 県　　　 宝
木造阿弥陀如来坐像及び両脇

侍立像
3 躯 安原 安養寺 H 6．8．15

12 ′′ 史　　　 跡 三河日大塚 古墳 1 三河田 故柳沢義一 S 37．7．12

13 ′′ 史　　　 跡 伴野城址 1 野沢 大伴神社・佐久市 S 40．4．30

14 ′′ 史　　　 跡 根々井氏館跡 1 根々井 正法寺 S 40．7．29

15 ′′ 史　　　 跡 北高禅 師墓碑 1基 岩村 田 龍雲寺 S 44．10．2

16 ′′ 史　　　 跡 大井城址 （王城 e黒岩城） 1 岩村 田 個人34人 S 46．5．27

17 ′′ 史　　　 跡 平賀城跡 1 常和 個人37人 S 46．5．27

18 ／′ 史　　　 跡 岩尾城跡 1 鳴瀬 個人39人 S 46．5．27

19 ′′ 天然記念物 王城のケや キ 1 岩村田 荒宿十二社 S 6 1．3．27

20 ／′ 県　　　 宝 版本大般若経 582巻 安原 安養寺 S 63．3．24

2 1 ′′ 県　　　 宝 洞源山貞祥寺三重塔 1 前山 貞祥寺 ＝4．9．10

22 市指定 史　　　 跡 安原大塚古墳 1基 安原 英多神社 S 4 5．10．1

23 ／′ 史　　　 跡 大梅禅師墓碑 1基 内山 正安寺 S 4 5．10．1

24 ′′ 史　　　 跡 鵜縄沢端一里塚乗塚 1基 岩村田 関 口芳幸 S 45．10．1

25 ′′ 天然記念物 白山神社のイチイ古樹 1 常和 白山神社 S 45．10．1

26 ′′ 天然記念物 野沢町の女男木 1 野沢 大伴神社 S 45．10．1

27 ′′ 有形文化財 竹田の鉦 （－） 1 根岸 工藤光吉 S 45．10．1

28 ′′ 有形文化財 竹田の鉦 （二） 1 根岸 工藤勇祐 S 45．10．1

29 ′′ 有形文化財 金台寺の鉦 1 野沢 金大寺 S 45．10．1

30 ′′ 有形文化財 下桜 井村 寛永の五人組帳 1 桜井 臼田繁雄 S 49．12．1

3 1 ′′ 有形文化財 平賀村 中善寺 大般 若経 600巻 平賀 中善寺 S 49．12．1

32 ′′ 有形文化財 永禄十一年上原筑前御恩検地帳 1 瀬戸 柳沢譲 S 49．12．1

33 ′′ 有形文化財 桃源 院木造地蔵菩 薩坐像 1躯 南岩尾 桃源 院 S 49．12．1
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34 ′′ 有形文化財 平尾大社本殿 1 棟 上平尾 平尾大社 S 49．12．1

3 5 ′′ 有形文化財 取手 町百番観音 100躯 取手町 取手 町区 S 49．12．1

36 ′′ 史　　　 跡 北西 ノ久保の石像塔婆群 1 群 岩村臼 井上行雄 S 4 9．12．1

37 ′′ 史　　　 跡 正楽院の供養塔 1 平賀 長福寺 jS 4 9．12．1

［

38 ′′ 名　　　 所 自交日原 1 ヶ所 小口井 佐久而
［［S 53．2．1

39 ′′ 天然記念物 チ ョウグッボ ウ 2 ヶ所 伴野e鳴瀬 佐久市 S 53．2．1

40 ′′ 有形文化財 旧長命寺仁王堂応永在銘石柱 1基 大沢 長命寺 S 54．9．25

4 1 ′′ 史　　　 跡 前山城跡 1 前山 個人 11人 S 56．4。23

42 ′′

l
有形文化財 暦應在銘板碑 1 中込 正楽寺 S 57．3．1

43 ′′ 民俗無形文化財 岩村口祇匿にあけるあ船様祭り 1 岩村田 荒宿区 S 58．9．1

44 ′′ 有形文化財 安養寺の木造法燈国師原像 1躯 安原 安養寺 S 62．10．20

45 ′′ 有形文化財 安養寺の中世文書 7 点 安原 安養寺 S 62．10．20

46 ′′ 有形文化財 龍雲寺の中世文書 38点 ′ 岩村田 龍雲寺 S 62．10．20

47 ′′ 有形文化財 乗一本柳古墳出土遺物 147点 岩村田 佐久而 S 62．10．20

48 ′′ 有形文化財 上直路出土遺物 35点 岩村田 佐久而 S 62．10．20

49 ′′ 有形文化財 北西ノ久保遺跡出土の遺物 83点 岩村8 佐久市 S 62．10．20

50 ′′ 有形文化財 中道遺 跡出土遺物 2 点 野沢 佐久而 S 62．10．20

5 1 ′′ 有 形文化財 周防畑 B 遺跡 出土遺物 訓点 長土呂 佐久而 S 62．10．20

52 ′′ 有形 文化財 後沢遺跡 出土遺物 26点 小宮山 佐久而 S 62．10．20

53 ′′ 有形文化財 瀧の峯 古墳群 出土遺物 3 1点 根岸 佐久而 S 62．10．20

54 ′′ 史　　　 跡 後沢遺跡 2基 ・5棟 小宮 山 佐久市 S 62．10．20

55 ′′ 史　　　 跡 瀧の峯古墳群 1～4号 根岸 個人 6 名 S 62．10．20

56 ′′ 有形文化財
木造愛染 明≡坐像あ よ脇侍木

造両界大 日如来坐像
3 躯 志賀 法禅 寺 H 1．11．6

57 ′′ 有形文化財 大井法華堂修験関係文書 8 59点 岩村臼 大 井道也 H 1．11．6

58 ′′ 有形文化財 旧大沢小学校 1棟 大沢 佐久 而 H 8．6．6

59 ′′ 有形文化財
倉沢薬師堂（本殿、宮殿、石像薬師如

来立像、加害白雄自筆奉納俳績）
4 点 前山 貞祥寺 H 10．4．30

60 ′′ 有形文化財 正法寺多層塔 1基 根 々井 正法寺 H 10．12．28

国指定7件　　国選択1件　　県指定13件　　市指定39件　　合計60件

－125－



有形文化財　洞源山貞祥寺三重塔
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有形文化財　旧大沢小学校

天然記念物　白山神社のイチイ古樹
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4　普及・公開事業
旧中込学校・藤村旧宅入館者状況

開館日数　　　　入館者数

旧中込学校　　　　288日　　　　10，289人

藤矧自宅　　　　130日　　　　　2282人

IV　庶務日誌

平成11年

4月1日　資料館協議会委員任命（臼田隆雄委員）

4月4日　跡部踊り念仏　例会（教育長、文化財課長、生涯学習課長出席）

4月5日　調査員委8属式

4月8日　旧中込学校保存会総会出席（課長、係長、係）

4月6日　発掘調査開始

4月12日　平成10年度補助事業実績報告（県庁）

4月13日　FM佐久平出演
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4月16日　調査員健康診断

4月28日　大沢小学校、旧中込学校　消防器具点検

4月30日　月例会

5月17日　サクラソウ現地視察（教育長、課長、係、常和区長外）

5月30日　月例会

6月1日　浦和市教育委員会　サクラソウ現地視察（案内）

6月28日　中込大塚古墳、旧中込学校　アメシロ防除

6月29日　月例会

7月7日　旧中込学校に対する要望事項について（回答）及び旧中込学校保存会三役との

懇話会（教育長、課長、係長、係、保存会三役）

7月16日　正法寺現状変更許可申請（進達）

7月26日　月例会

7月30日　文化財パトロール（県文化財保護指導委員：出浦晃彦）

8月3日　文化財パトロール（県文化財保護指導委員：小池幸夫）

8月20日　文化財保護審議会

8月31日　正法寺工事立会（墓地造成）◎月例会

9月6日　中込大塚古墳、旧中込学校アメシロ防除

9月13日　県議会議員旧中込学校視察（宮沢、柳田県議外7名）

9月17日　伊那市文化財保護審議会委員視察（旧中込学校）

9月24日　月例会

9月27日　資料館協議会（柳沢佐久平委員外7名）

10月7日　FM佐久平出演（佐久市の文化財について）

10月21日　大沢小学校、旧中込学校　消防器具点検

10月29日　月例会

11月11日　文献資料保存活用講習会（長野県立歴史館）

11月12日　天皇陛下御在位10年を記念する旧中込学校無料公開

11月30日　文化財パトロール（県文化財保護指導委員：小池幸夫）

12月6日　文化財保護審議会

12月27日　課の仕事納め

12月28日　月例会

平成12年

1月7日　課の仕事始度）
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1月8日　妙楽寺八日講出席（課長、文化財保護審議会長木内寛、職務代理鈴木公人）

1月19日　文化財防火デー（重要文化財：駒形神社にあいて放水訓練実施）

2月2日　月例会

2月16日　FM佐久平出演（年度報告会について）

2月18日　年度報告会

2月28日　月例会

2月29日　諏訪而文化財保護審議会委員視察（旧中込学校）

FM佐久平出演（発掘調査作業員の募集について）

3月17日　月例会。佐久地区文化財担当者会議（小海町総合センター）

3月23日　前山貞祥寺　山門e総門現地調査（木内寛外2名、課長、係長、係）

3月24日　課の年度納め

3月29日　FM佐久平出演（跡部踊り念仏について）

3月31口　跡部踊り念仏　練習視察（文化庁　吉日技官、課長、係）

も、こ！㌢　施　設

平成2年に野沢旧水道企業団跡地より旧志賀小学校跡地に移り現在に至る。施設は旧志賀小学

校の…部を改修◎修繕して使用。平屋の事務所棟（南校舎）は明治訓蟹に、2階建ての北棟は大正

ほ窪こ造築された校舎である。平成　蟹Zは北棟の…部が老朽化のため度重なる修繕の甲斐なく

取り壊しとなり、新たに平屋の整理室（2部屋）を増設した。

施設面積　8，050前（グランドは除く）

事務室1室（2室分）、管理◎更衣室⑳事務用品倉庫1室、図書室1室、資料展示室1室

調査整理室15室（平成9年度4室を解体、2室増室）水洗室　2室、スタジオ1室

保存処理室1室、木製品収蔵室1室、機械整備室1室、機器材倉庫2箇所

測量用具倉庫1室、大型遺物収蔵庫1棟、耐火収蔵庫1室、小倉庫　2室

防火器具庫　2箇所、防火水槽1箇所、給湯施設　3箇所、屋内トイレ　2箇所

屋外トイレ　2箇所、休憩室1室、シャワー室1室
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文化財事務所南棟（南東から）

文化財事務所北棟（東から）
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文化財事務所遺物収蔵庫　476rJ
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